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歳入
348億円

歳出
348億円

自主財源　
103.5億円
(29.7％）

義務的
経費　
151.9億円
（43.6％）

消費的経費　
123.8億円
（35.5％）

投資的
経費　
42.5億円
（12.2％）

その他の
経費　
30.3億円
（8.7％）

市税
52.0億円
（（14.91 ％）

市債　
32.4億円
（（9.39.3％）％）

地方方方交付交付交付税税税　
1144.3億円（ 441.4％）％）

積立金積立金、繰繰出金等出金等
30.3億円
（（8.78.7％）％）

物物件費
65.55億円円（億円億円（18.8 ）％）

人件費人件費
74.874 億円
（ 1.521.5％）

金金寄附金
5.7 円円億円
（1.6 ））％）

国県県支支出金
49.11億億円
（14..1％％％）

譲与税等　
19.2億円
（5.5％）

金金繰入金繰入
227.2 円円億円

（ 87.8 ））％）

入等入収入諸収
618.6 円円億円

（（（ 45.45 445 4 ）％）％）

費　扶助費
35.8 円円億円億円
（ 310.3 ）％％

費　公債費
341.3億円億

（（111.8％）

維維持補修修費修費修費
66.9億円円
（（2.0％）

補補助助助費　
551.44億億円円
（（14.774.77％））％））

普普通通建設
事事業業費等　
442.5億円円
（（122.2％％）

依存財源　
245.0億円
（70.3％）

 令和8年度当初予算編成の考え方

 一般会計の概要

※表示単位未満は四捨五入のため、合計が一致しない場合があります。
　事業ごとの予算などは、5月号でお知らせします。

　令和8年度当初予算は、世界情勢の不安定化による物価高騰、異常気象、地域間格差など、先が見通
せない厳しい経済情勢や人口減少社会が進む中にあっても、真庭市を次世代に引き継いでいくため、「真
庭ライフスタイル」の多彩性を一層充実・成長させるための予算として編成しました。

「第３期真庭市総合戦略」に沿った取り組みの推進

地域振興対策の強化

物価高騰に伴う経済対策

持続可能で健全な財政運営

「第３期真庭市総合戦略」を基に各種施策を推進します。
・少子高齢化に伴う「人口減少対策」を最重要課題として位置づけ、こども子育て環境の整備や関
係人口の創出など、未来へつなげる取り組みに積極的に挑戦します。
・人口減少対策に全力で取り組むと同時に、人口が減少しても地域がしっかりと機能し、市民一人
一人が安心して豊かに暮らし続けられる持続可能な社会の構築を目指します。

令和8年度
当初予算を編成しました

市制21年目
スタート

地域振興施策を総合戦略へ盛り込み、これまで以上に人口減少対策を強力に推進します。

物価高騰の影響を受けた生活者や事業者などへの喫緊の課題に、令和7年度予算も含め、切れ目なく
しっかりと対応します。

あらゆる歳入確保策を講じるとともに、dXの推進などによる歳出削減に取り組みます。

令和8年度の一般会計の当初予算額は348億円で、前年度比3.5%増加し、過去最大規模となっています。
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猫
と
共
に

暮
ら
す
地
域
へ

特
集

　猫は、その愛らしい姿やしぐさで人の心を癒やしてくれる身近な存在です。家族の一員として暮ら
す猫に、日々の安らぎを感じている人も多いのではないでしょうか。
　一方で、飼い主のいない猫の増加や、ふん尿・鳴き声などに関する相談など、猫を巡る問題が地域
の中で課題となることもあります。「かわいそうだから」と始まった善意が、思わぬトラブルにつなが
ることもあります。人と猫が共に暮らしやすい地域であるためには、正しい知識と一人一人の心がけ
が大切です。この特集では、猫を巡る地域課題の背景とともに、私たちが日常の中で意識できること
を紹介します。
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猫は急激に増える

猫が増えると

猫に関するトラブル 地域猫活動

不幸な猫を増やさないためのカギ「TNR」

　猫は繁殖力の高い動物です。年に複数回の出
産が可能で、1回の出産で3～4匹、またはそ
れ以上の子猫を生むため、わずかな期間でも急
激に増えてしまいます。

　猫が増えると、餌代やトイレの清掃、衛生管
理など、経済的、身体的な負担が大きくなり
ます。猫が病気になったり、病気になっても
病院に連れていけなくなったりすることも考
えられ、管理できなくなると、多頭飼育崩壊
につながります。

　特に問題となるのが、野良猫に餌やりだけ
が行われる場合です。善意であったとして
も、繁殖の管理が伴わなければ頭数は増え続
け、①餌やり、②繁殖、③ふん尿や鳴き声
などのトラブルという悪循環が生まれるこ
とがあります。そして生まれた猫を管理でき
ず、結果として不幸な猫を増やしてしまう恐
れがあります。

　地域猫活動とは、特定の飼い主のいない猫
に不妊去勢手術を行い、地域住民の協力・合
意の上で、餌やりやふん尿の処理などのルー
ルを定めて管理する取り組みです。猫によるト
ラブルを減らし、不幸な猫の数を減らすこと
を目的としています。地域猫活動を行う上で
最も重要なのは、地域の合意を得ることです。

　TNRは、Trap（トラップ、つかまえる）、Neuter（ニューター、不妊去勢手術をする）、Return（リター
ン、元の場所に戻す）の頭文字を取ったもので、野良猫を捕獲し、不妊去勢手術をした上で元の場
所へ戻すことです。猫が増える「蛇口を閉める」取り組みで、繁殖を防ぐ上で即効性があり有効です。
またTNRでは、不妊去勢手術を受けた目印として、耳先をカットします。「さくら耳」や「さくら猫」
とも言われます。

▲さくら耳の猫▲さくら耳の猫

Trap
捕獲して

Neuter
不妊去勢手術をして

Return
元の場所に戻す
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猫の飼育は室内で
　猫と安心して暮らしていくためには、室内で飼育することが大切です。猫の安全を守りながら、周囲
への影響にも配慮した飼い方をしましょう。
※『家庭動物等の飼育及び保管に関する基準「第5　猫の飼育及び保管に関する基準」』に、猫の室内飼育に努めること
　  が明記されています。

　飼い猫を外に出している飼い主は、猫をこれらの危険にさらしていることを忘れてはいけません。
飼い猫がこれらの危険に遭遇した場合には、命を落としてしまうかもしれません。

　室内で飼っていても、突然の災害や脱走に備え
て、日頃から迷子札やマイクロチップなどの身元
表示（所有表明）をしておくことが大切です。動
物病院への移動中や、大きな音など、思いがけな
いきっかけで猫が迷子になることがあります。万
が一のときに後悔しないよう、日頃から身元表示
をして、迷い猫にさせないようにしましょう。
※猫の首輪は引っかかりを防止するため、力が加
わると外れるタイプを使用すると良いでしょう。

　子猫が生まれることを望まない場合や、生まれ
た子猫を全て幸せにできない場合は、不妊去勢手
術をしましょう。病気の予防やストレスの軽減に
なり、繁殖のための争いや脱走、望まない妊娠を
予防できます。また、オスの場合は、去勢手術を
することにより、あちこちに尿をかけるスプレー
行動の予防にもなります。

　猫はわずかな 間から
も脱走してしまいます。
窓にストッパーを取り付
けるなどして、脱走防止
対策をしましょう。

参考：環境省「宣誓！無責任飼い主ゼロ宣言」（https://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/2_data/pamph/h2609.html）

▲ストッパーの例

マイクロチップ

連絡先を書いた
迷子札

首輪

屋外には危険がいっぱい

室内飼育でも身元表示を

室内飼育でも不妊・去勢手術を 脱走防止対策

感染症 予期せぬ繁殖

交通事故

近所からの苦情

迷子

猫同士のけんか
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猫と人の幸せのために活動する人たち
　猫による地域課題の解決に向けて、日々活動している人たちがいます。TNRや不妊去勢手術の啓
発、チャリティーイベント、保護猫譲渡会などを通じて、猫が増えすぎないようにするとともに、
思いやりあふれる取り組みを続けています。こうした活動は、猫の命を守るだけでなく、人が安心
して暮らせる環境づくりにもつながっています。猫と人の幸せのために活動する人たちを紹介します。

NPO法人まにわアニマルフレンドリー

真庭の野良猫を笑顔にしたい

　「公益財団法人どうぶつ基金」の協働ボランティア。同団体の「さくらねこTNRチケット」を利用して
真庭地域内で無料で不妊去勢手術を行っており、これまでに500匹を超える猫のTNRを実施。野良猫の不
妊去勢手術の重要性を伝える啓発活動、保護猫の譲渡会にも力を入れている。TNRでの不妊去勢手術は毎
週金曜日に実施、保護猫の譲渡会は毎月第 3水曜日に開催している。

TNRの流れ
①NPO法人まにわアニマルフレンドリー
に電話、SNS、LINEで申し込み
②捕獲器で捕獲の練習をした上で、手術
前日に捕獲

③手術
④翌日に元にいた場所に放す
※野良猫の繁殖を防ぐことが目的のため、
飼い猫、飼う予定の猫は対象外です。

まにわアニマルフレンドリー
℡   0867-62-2212

　私たちの活動の柱は、毎週の不妊去勢手術と月 1回の譲渡
会、そして啓発です。「真庭の野良猫を笑顔にしたい」という
ポリシーで活動しています。
　野良猫が嫌がられる一番の理由は、驚異的な増え方です。1
匹の雌猫から年間最大で15匹ほど生まれ、あっという間に数
が増えてしまいます。だから、それを不妊去勢手術で食い止
めないといけません。
　問題なのは、餌だけやって不妊去勢手術をしていないこと、
そして飼い猫と言いながら、家の中と外を自由に出入りさせ
ていること。それが原因で子猫がまた生まれます。そういっ
た無責任な飼い方を、啓発活動を通じて止めていきたいです。
行政や地域の方、私たちのような団体が三位一体で取り組ん
でいかないと解決できないと思っています。
　猫が好きな人も嫌いな人もいていいと思いますが、無関心
ではなく、野良猫に餌やりしている人に「無料で不妊去勢手
術ができるところがあるよ」と一声かけるなど、ちょっとし
たおせっかいで良い方に変わっていくと思います。
　室内で飼われている猫は20年くらい長く生きる子もいます
が、野良猫は交通事故、栄養失調、病気など厳しい環境の中で生きているので、平均寿命は約 5年です。
同じ 5年でも、人の姿を見たら怖がって逃げるより、人の温かさに触れて生きていける猫を増やし
たい。猫に笑顔になってもらいたいと思って活動しています。

まにわアニマルフレンドリーの情報はこちらから

NPO法人
まにわアニマルフレンドリー
理事長  上塩 浩子さん

ホームページ▲ facebook ▲ Instagram▲ LINE▲

▲TNRを行った猫たち ▲保護猫譲渡会
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　猫の問題は、特別な誰かだけが向き合うものではなく、地域で暮らす私たち一人一人に関
わる課題です。正しい知識を持ち、適切な行動を心がけることで、トラブルを未然に防ぐこ
とができます。小さな配慮の積み重ねが、猫にも人にも優しい環境をつくります。猫と人が
共に安心して暮らせるまちを目指していきましょう。

  問  環境課
　　℡   0867-42-1113(℻  7455)

　

　

捕獲器貸し出します

neco部

私たちができることの中で、 精一杯の 「猫助け」を

　猫の日（ 2月22日）の前の週末を基本に、旧別所小学校でチャリティーイベント「ねこフェス」を開催。
猫がモチーフの絵画や陶芸作品、ハンドメイド雑貨などの展示・販売や、保護猫の譲渡会を行い、売り
上げの一部を保護猫活動団体などに寄付している。

　ねこフェスをきっかけに、1匹でも多くの猫が幸せになって
ほしいという思いで開催しています。飼いたくても飼えない
方や、保護猫に興味はあっても何から始めたらいいか分から
ない方に、小さなことでも猫助けにつながる方法を、このね
こフェスを通して知ってもらえたらと思います。
　最初に企画したのは、友人と一緒に子猫を保護したことが
きっかけでした。そのときすでに猫を飼っていたため自分で
は引き取れず、何かできることはないかと考え、寄付や支援
につながるイベントとして、ねこフェスを企画しました。猫
好きのアーティストや飲食店の方など、賛同してくれた仲間
とともに、できる範囲で続けています。
　活動を通じて感じるのは、「どうしたらいいか分からない」
という人が多いこと、そして猫の問題を保護団体に丸投げし

てしまう課題です。相談できるところがあると知ってもらい、地域で少しずつ協力しながら猫を助
けられるようになればいいなと思います。
　猫はかわいい存在ですが、増えて管理できなくなってしまった先には不幸があります。一代限りの
命を大切に育てるという意識を持ってほしいと思います。また、今飼っている猫も、自分がお世話で
きなくなったときにどうするかを、あらかじめ家族や友人と相談しておいてもらえたらと思います。
　私たちは保護猫団体ではないため猫の保護はできませんが、ねこフェスを通じて、私たちにでき
る方法で猫助けをしていきたいと考えています。

neco部の情報は
こちらから

neco部  木藤 千春さん

Instagram▲ ▲ねこフェス会場の様子 ▲ワークショップコーナー ▲保護猫譲渡会のコーナー
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2
月
28
日
、
久
世
公
民
館
で
「
あ
り
が
と
う
久
世
公
民
館
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。同
館
は
老
朽
化
や
耐
震
性
の
問
題
か
ら
、

こ
の
日
を
も
っ
て
利
用
を
停
止
し
、
旧
真
庭
高
校
久
世
校
地
の

50
周
年
記
念
館
へ
仮
移
転
し
ま
し
た
。昭
和
46
年
の
建
設
以
来
、

約
55
年
に
わ
た
り
地
域
に
親
し
ま
れ
て
き
た
公
民
館
へ
の
感
謝

を
込
め
て
企
画
さ
れ
、
定
期
利
用
団
体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表

や
合
唱
、
平
成
7
年
ご
ろ
の
久
世
公
民
館
の
様
子
を
収
め
た
映

像
の
上
映
な
ど
を
実
施
。
ま
た
、
歴
史
を
振
り
返
る
展
示
や
作

品
の
展
示
、
黒
板
に
思
い
出
を
書
き
込
め
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ら
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
久
世
公
民
館
で
過
ご

す
最
後
の
時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ありがとう久世公民館ありがとう久世公民館
久世公民館 最後の一日久世公民館 最後の一日

2
月
19
日
、
市
制
施
行
20
周
年
記
念
誌

の
最
後
の
編
集
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

20
周
年
の
節
目
を
彩
る
記
念
誌
に
、
幅
広

い
視
点
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
多
様
な
分

野
の
委
員
ら
が
令
和
6
年
度
か
ら
会
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
最
終
回
と
な
っ
た
こ

の
日
は
、
完
成
に
向
け
た
総
仕
上
げ
と
し

て
念
入
り
に
原
稿
を
確
認
。
内
容
や
表
現

の
細
部
ま
で
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
完

成
し
た
記
念
誌
は
、
市
内
公
共
施
設
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
購

入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

2
月
22
日
、
花
道
家
の
上
野
雄
次
さ

ん
が
旧
遷
喬
尋
常
小
学
校
で
ラ
イ
ブ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
、
市
民
と
と
も

に
作
品
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
上
野
さ
ん

は
2
月
17
日
か
ら
公
開
で
作
品
制
作
を
行

い
、
22
日
に
は
観
客
が
見
守
る
中
、
高
瀬

舟
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。
作
品
に
は
久
世
地
域
の
竹
や
松
、

南
天
、
蒜
山
地
域
の
か
や
な
ど
、
真
庭
の

素
材
を
使
用
。
完
成
後
ま
も
な
く
解
体
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
瞬
間
を
含
め
て
ア
ー

ト
を
感
じ
さ
せ
る
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

第
7
回
真
庭
市
制
20
周
年
記
念
誌
編
集
会
議

記
念
誌
完
成
へ
最
後
の
会
議

花
道
家
上
野
雄
次
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

地
域
素
材
で
高
瀬
舟
を
表
現

完成に向けて意見を交わす委員ら

高瀬舟をイメージした作品の帆を市民と掲げていく様子

思い出が書き込まれた黒板 公民館の思い出映像を上映 歴史を振り返る展示

コーラスグループのコール木犀による 「ふるさと」 の合唱
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真庭市市制施行20周年記念誌を
お読みください
＜記念誌発行に当たって＞
　 3月31日、真庭市は21歳になりました。真庭市は
市民の皆さまとともに20年間を歩んできましたが、
どのような感想をお持ちでしょうか。人口減少時代
に入り、特に過疎地域の真庭は寂しくなったとの思
いは、皆さんお持ちでしょうが、一方で頑張ってき
た、楽しい真庭と言う方もいると思います。さまざ
まな思いを持ってこの20年間を振り返り、心新たに
21歳から出発するのは意義あることでしょう。なお、
この記念誌は真庭らしく、市民が主役となって編集
したものです。編集委員や協力いただいた方、関係
者に感謝いたします。

＜記念誌の紹介＞
　記念誌は、「まにわ　ひと・まち物語」という名
称で、「やさしさを重ねた20年、希望をのせて次の
一歩へ」と、市民の紡いできた20年を回顧しながら、
未来に向けた意気込みを示すものになっています。
　表紙をめくると、自然から祭りと、真庭ならでは
の魅力的な写真から始まります。そして、真庭市の
憲法である「市民憲章」、難産だった合併の記録「真
庭市誕生前夜」があります。次に、「真庭市の歩み」
として、平成17年（2005年）から令和 7年（2025年）
までの市政を写真と年表でたどっています。それか
ら、「一体感醸成の時代」として井手市長時代の真
庭市政、続いて「真庭ライフスタイルの時代」とし
て私が市長になってからの市政を紹介し、以後は「真
庭市議会」、「ふるさと点描」、「今、そして未来へ」、
「みんなの真庭」、「真庭市の姿」と展開し、編集会
議委員長としてお骨折りいただいた鳥取大学教授多
田憲一郎氏の言葉で結んでいます。真庭市の知恵袋
ともいえる藻谷浩介氏、澁澤寿一氏のインタビュー
も入っています。

＜ぜひ読んでいただきたい＞
　全体を読んで、市長就任以前のことが勉強になる
とともに、何か熱いものが込み上げてきました。そ
れは、人生最期の仕事と思い、市政に没頭している
個人的感情もありますが、それにも増して市民の素
晴らしい活躍が伝わってくるからです。幼子から高
齢者まで、真庭全域の多様な方々、団体の姿に感動
します。鬼籍の人となった方々も走馬灯のように浮
かんできます。
　この真庭の宝を皆さまに楽しく読んでいただき、
「人口×活動量」の増大につなげて、活力ある、未
来に続く真庭市を創っていこうではありませんか。

2
月
28
日
、「
こ
ど
も
の
未
来
と
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

真
庭
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
円
卓
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
商
工
会
青
年
部
な
ど
関
係
団
体
が

事
例
発
表
を
行
い
、
岡
山
県
立
大
学
教
授

の
岩
満
賢
次
さ
ん
が
基
調
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
企
業
や

団
体
、
高
校
生
ら
の
多
様
な
参
加
者
が
子

ど
も
の
居
場
所
や
地
域
の
あ
り
方
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が

り
の
中
で
、
誰
も
が
居
場
所
を
持
て
る
地

域
づ
く
り
の
重
要
性
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

久
世
地
域
の
地
図
に
、
思
い
出
や
お
気

に
入
り
の
場
所
な
ど
を
自
由
に
描
く
「
久

世
手
描
き
地
図
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
、

3
月
8
日
に
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
風
曜
日
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
市
内
の
多
様
な
人
た
ち
が
参
加
し
、

い
つ
も
の
散
歩
コ
ー
ス
、
友
達
と
遊
ぶ
公

園
、
よ
く
利
用
し
て
い
た
お
店
、
昔
の
商

店
街
の
様
子
な
ど
、
尽
き
な
い
話
に
会
場

は
大
盛
り
上
が
り
。
参
加
者
た
ち
は
、
新

た
な
発
見
や
共
感
を
し
な
が
ら
、
世
代
を

超
え
て
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

令
和
7
年
度
真
庭
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
円
卓
会
議

真
庭
市
の
未
来
に
向
け
て

久
世
手
描
き
地
図
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

地
図
を
描
い
て
魅
力
を
発
見

地域の魅力を共有する参加者たち

活発に意見交換する円卓会議の参加者たち
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⑤二次元コード
　の提示

④ボランティア
　活動

市から登録決定通知
と二次元コードを送
付します。二次元コー
ドはいきいきボラン
ティアがポイント獲得
をする際に必要とな
ります。

受入施設登録申請書
を記入し、市へ提出し
てください。
※真庭市HPからダウ
ンロードできます。

活動後、ボランティア
へ二次元コードを提
示してください。

ボランティア希望者本人から施設へ活動
希望の連絡があります。活動希望内容な
ど確認の上、受け入れの調整を行ってくだ
さい。

①受入介護
　施設登録

②二次元コード
　の受け取り

③ボランティア
　活動依頼

真庭市の人口

代表電話番号
（地域振興課・出張所）

総数 39,706人(-86)
男   19,151人(-37)
女   20,555人(-49)
世帯数 17,231世帯(-24)
令和8年3月1日現在
（  ）は前月との比較

▶本庁舎
　TEL 0867-42-1111
FAX 0867-42-1341

▶蒜山振興局
　TEL 0867-66-2511
FAX 0867-66-4401

▶北房振興局
　TEL 0866-52-2111
FAX 0866-52-4496

▶落合振興局
　TEL 0867-52-1111
　FAX 0867-52-1939
▶勝山振興局
　TEL 0867-44-2607
FAX 0867-44-4569

▶美甘振興局
　TEL 0867-56-2611
FAX 0867-56-2033

▶湯原振興局
　TEL 0867-62-2011
FAX 0867-62-2097

▶中和出張所
　TEL 0867-67-2111
FAX 0867-67-2205

▶真庭市消防本部
　TEL 0867-42-1190
　FAX 0867-42-1672

あなたの力が地域の笑顔に まにわいきいき活動事業

問  高齢者支援課　℡  0867-42-1074(℻1390）
　  Email：kohreisha@city.maniwa.lg.jp

　

真
庭
市
で
は
、
介
護
施
設
や
介
護
予
防
・
認
知
症
予
防
事
業
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
応
援
す
る
「
ま
に
わ
い
き
い
き
活
動
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、「
介
護
施
設
支
援
活
動
」
と
「
介
護
予
防・認
知
症
予
防
事
業
支
援
活
動
」

の
2
種
類
が
あ
り
、
市
は
こ
の
活
動
に
対
し
て
「
ま
に
こ
い
ん
ポ
イ
ン
ト
」
を
付
与
し
応
援

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ま
に
わ
い
き
い
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
に
わ
い
き
い
き

ボ
ラ
ン
ティ
ア
大
募
集

■活動内容
①介護施設支援活動
　特別養護老人ホームやデイサービス事業
所などの介護施設で、部屋の清掃など資
格不要の軽作業
②介護予防・認知症予防事業支援活動
　認知症サポーター養成講座の講師や集い
の場の担い手活動、傾聴ボランティア、
研修会の手伝いなど

■参加申し込み
・参加にはまにこいんアプリの登録が必要
・ボランティア登録申請書に必要事項を記
入し、高齢者支援課へご提出ください。

■まにこいんポイントの付与対象など
①介護施設支援活動（年齢制限なし）　
・活動時間　1回 60分以上180分未満
　500まにぃポイント／回
　（上限：10,000まにぃポイント／年）
②介護予防・認知症予防事業支援活動
　（40歳以上が対象）
・活動時間　1回 30分以上　
　300まにぃポイント／回
　（上限：5,100まにぃポイント／年）
※すでにいきいきボランティアへ登録済み
で、登録内容の変更などがある場合は、高
齢者支援課までお知らせください。

いきいきボランティアや受入施設の登録方法など、詳しくはお問い
合わせください。

ボランティア受入介護施設を募集しています
　いきいきボランティアの受け入れを行う介護施設を募集しています。
▶受け入れの流れ

真庭市
ホームページ▼

ボランティア受入施設一覧▶ 
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①保険料の納め方
　年金から介護保険料が差し引かれます。令和 8年度の保険料は 6月に決定（本算定）します。8月分は本
算定により増減し、10月～ 2月分は年間保険料からすでに納めた保険料を除いた額を 3回に分けて納めてい
ただきます（表 1）。

②特別徴収の開始時期
　開始時期は、介護保険の
被保険者となる時期によっ
て次のとおり異なります（表
2）。それまでの間は納付書、
または口座振替での納付に
よる普通徴収で納めていた
だきます。

て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
免
疫
を
届
け
ま
す
。
な
お
、
接

種
で
き
る
妊
娠
週
数
が
決
ま
っ
て
い

る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

妊
娠
28
週
か
ら
36
週
の
妊
婦

▼
接
種
費
用　
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん

▼
接
種
で
き
る
医
療
機
関　

岡
山
県
内
の
医
療
機
関

▼
必
要
な
も
の　

親
子
健
康
手
帳

※
県
外
で
接
種
す
る
場
合
は
、
事
前

に
申
請
が
必
要
で
す
。

※
赤
ち
ゃ
ん
に
十
分
な
免
疫
を
届
け

る
た
め
、
出
産
ま
で
に
余
裕
を
も
っ

て
接
種
し
て
く
だ
さ
い
（
効
果
が
出

る
ま
で
に
約
14
日
以
上
か
か
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
）。

●
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
と
は
？

　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
は
、２
歳
ま
で
に

ほ
ぼ
全
て
の
子
ど
も
が
一
度
は
感
染

す
る
と
さ
れ
、
特
に
生
後
６
カ
月
未

満
の
赤
ち
ゃ
ん
や
初
め
て
感
染
し
た

場
合
は
重
症
化
し
や
す
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

▼
変
更
点　

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
、

結
合
型
ワ
ク
チ
ン
（
商
品
名
：
プ
レ
ベ

ナ
ー
20
）
と
な
り
、1
回
の
接
種
で
長

期
的
な
作
用
が
期
待
で
き
ま
す
。
自
己

負
担
額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
者　

接
種
日
に
65
歳
（
65
歳
の

誕
生
日
前
日
か
ら
66
歳
の
誕
生
日
の
前

日
ま
で
）の
人
お
よ
び
高
齢
者
肺
炎
球
菌

の
予
防
接
種
を
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
人

▼
自
己
負
担
額　

5
7
0
0
円

▼
接
種
で
き
る
医
療
機
関　

岡
山
県
内
の
医
療
機
関

▼
接
種
に
必
要
な
も
の　

市
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
案
内
は
が
き

※
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
た
人
は
、
公
費
で
の
接
種
不
可

Ｒ
Ｓ
母
子
免
疫
ワ
ク
チ
ン

　

令
和
8
年
4
月
1
日
か
ら
、
Ｒ
Ｓ
ウ

イ
ル
ス
母
子
免
疫
ワ
ク
チ
ン
が
公
費
で

受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、

妊
娠
中
に
接
種
す
る
こ
と
で
、
生
ま
れ

65歳を迎えた皆さんへ 天引きによる特別徴収が始まります

表2

表1
4月 6月 8月 10月 12月 2月

仮徴収 本徴収
今年２月の保険料と同額 本算定に

より増減 （保険料年額－仮徴収）÷３回

　令和 8年度介護保険料の特別徴収（仮徴収）が、4月支給の年金から
始まります。この特別徴収の対象となるのは、既に特別徴収で納めて
いる人と令和 7年 4月 2日～10月 1 日に65歳を迎え被保険者となった
人です。

介護保険料
特別徴収
が始まります

開始時期 介護保険の第1号被保険者となった日
4月 令和 7年 4月 2日～10月 1 日
6月 令和 7年10月 2 日～12月 1 日
8月 令和 7年12月 2 日～令和 8年 2月 1日
10月 令和 8 年 2月 2日～ 4月1日

変更になります ＲＳ母子免疫ワクチンは余裕をもって接種を

問  健康推進課　℡  0867-42-1050(℻1388）
　  Email：kksuishin@city.maniwa.lg.jp

問  高齢者支援課　℡  0867-42-1074(℻1390）
　  Email：kohreisha@city.maniwa.lg.jp

肺炎球菌
予防接種

RS母子免疫
ワクチン接種

真庭市
ホームページ

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
ワ
ク
チ
ン
が
長
期
間
効
果
が
持
続
す
る
も

の
へ
変
更
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
胎
児
へ
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
の
免
疫

を
届
け
る
Ｒ
Ｓ
母
子
免
疫
ワ
ク
チ
ン
が
公
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
市
か
ら
案
内
は
が
き
が
届
き
ま
す
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン・

妊
婦
へ
の
Ｒ
Ｓ
母
子
免
疫
ワ
ク
チ
ン
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 4月の休日急患担当医

5日
・津山中央まにわ病院・勝山
　0867-44-2671（℻  2989）
・はら内科クリニック（内）・久世
　0867-45-7885（℻  7880）
12日
・金田病院（外）・落合
　0867-52-1191（℻  1917）
・吉弘クリニック（内）  ・北房
　0866-52-2704（℻  2636）
19日
・勝山病院・勝山
　0867-44-3161（℻  5331）
・松坂医院（内）・久世
　0867-42-3300（℻  3556）
26日
・湯原温泉病院・湯原
　0867-62-2221（℻  2223）
・廣惠医院（外）・北房
　0866-52-5020（℻  5664）
29日
・落合病院（内）・落合
　0867-52-1133（℻  1160）
・金田病院（外）・落合
　0867-52-1191（℻  1917）
・まつうら医院（内）・久世
　0867-42-5686（℻  45-1010）
                ～5月～
3日
・津山中央まにわ病院・勝山
　0867-44-2671（℻  2989）
・まにわ整形外科（外）  ・久世
　0867-42-7300（℻  7301）
4日
・金田病院・落合
　0867-52-1191（℻  1917）
・新庄村診療所（内）・新庄村
　0867-56-3255（℻  3256）
5日
・湯原温泉病院・湯原
　0867-62-2221 （℻  2223）
・イケヤ医院（内）・久世
　0867-42-0122（℻  5401）
6日
・勝山病院・勝山
　0867-44-3161（℻  5331）
・宮島医院（内）・勝山
　0867-44-2403（℻  3432）
10日
・落合病院（内）・落合
　0867-52-1133（℻  1160）
・金田病院（外）・落合
　0867-52-1191（℻  1917）
・clinic SHIRO（内）・落合
　0867-55-2121（℻  2124）

診療時間：午前9時～午後5時

　

令
和
8
年
度
の
年
金
相
談
会
は

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
利
用

す
る
場
合
は
、
相
談
内
容
を
把
握

す
る
た
め
に
、
前
日
ま
で
に
年
金

事
務
所
へ
予
約
が
必
要
で
す
。

■
日
程　

6
月
25
日
㈭
、
8
月
27

日
㈭
、
10
月
22
日
㈭

■
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
持
ち
物　

基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
書
類
と
本
人
確
認
書
類

※
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

℡  
0
8
6
8（
31
）2
3
6
0

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
1
2

℻
0
8
6
7（
42
）7
4
5
5

※
日
程
以
外
の
年
金
相
談
に
つ
い

て
は
、
津
山
年
金
事
務
所
へ
行
く

（
要
予
約
）
か
、
電
話
で
の
相
談

と
な
り
ま
す
。

〇
国
民
健
康
保
険
脱
退
の
届
け
出

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
人
が
新

た
に
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
に

は
、
国
民
健
康
保
険
の
脱
退
の
届
け
出
を
必

ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
脱
退
の
届
け
出
を
行

わ
な
い
場
合
、
い
つ
ま
で
も
国
民
健
康
保
険

税
が
賦
課
さ
れ
続
け
、
会
社
の
保
険
料
と
重

複
し
て
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
マ
イ
ナ

保
険
証
（
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
登
録
を

行
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）
を
持
っ
て

い
る
人
で
あ
っ
て
も
、
自
動
的
に
は
資
格
が

変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
届
け
出
が
必
要
で

す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
国
民
健
康
保
険
の
資
格
確
認
書
、
ま
た
は

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
、
②
新
た
に
加
入
し

た
健
康
保
険
の
資
格
確
認
書
、
ま
た
は
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
、
③
届
出
人
の
本
人
確
認

で
き
る
書
類
、
④
世
帯
主
と
脱
退
す
る
人
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）が
分
か
る
も
の
。

〇
国
民
健
康
保
険
加
入
の
届
け
出

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
、
ま
た
は
離

職
票
（
退
職
日
や
資
格
喪
失
日
が
記
載
さ
れ

た
書
類
）、
②
届
出
人
の
本
人
確
認
で
き
る

書
類
、
③
世
帯
主
と
加
入
す
る
人
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
分
か
る
も
の
。

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

真
庭
市
内
に
住
む
新
婚
さ
ん
の

住
宅
の
賃
借
、
改
修
、
新
築
お
よ

び
購
入
、
家
具
家
電
費
用
に
対
し

て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

地
域
み
ら
い
創
生

課
へ
申
請
書
な
ど
を
提
出

■
申
込
期
限　

令
和
9
年
3
月
31
日
㈬

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
み
ら
い
創
生
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
7
9

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
5
3

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

問  市民課　℡  0867-42-1112(℻7455）
　  Email：shimin@city.maniwa.lg.jp

真庭市
ホームページ

ご注意ください 就職や退職のタイミングで
　

就
職
し
て
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
や
退
職
し
て
会
社
の
健
康
保

険
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
の
脱
退
や
加
入
の
届
け
出

が
必
要
で
す
。
届
け
出
は
世
帯
主
、
ま
た
は
同
一
世
帯
の
世
帯
員
が
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す（
同
一
世
帯
以
外
の
人
は
委
任
状
が
必
要
で
す
）。

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
を

お
忘
れ
な
く

年
金
相
談

前
日
ま
で
に
予
約
を

新
婚
さ
ん
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

事
業
補
助
金

新
生
活
を
全
力
支
援
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検診名 対象 検診料金（円） 内容医療機関 集団
子宮頸がん 20歳以上の女性 2,000 900 内診と子宮頸部細胞診
乳がん 40歳以上の女性 2,000 1,400 マンモグラフィ撮影
大腸がん 40歳以上の人 500 500 便潜血検査
前立腺がん 50歳以上の男性 1,200 ― 血液検査
結核肺がん 40歳以上の人 500 無料 胸部レントゲン検査

胃がん
・40歳以上の人
・胃がんABC検診の結果
　で必要と認められた人

3,000 ― 胃部レントゲン検査
4,000 ― 内視鏡検査

胃がんABC 40歳以上の人 1,000 ― 血液検査による胃がんのリスク分析

手当種類 3月分まで
（月額）

➡ 

4月分から
（月額）

特別児童扶養手当
（1級） 56,800円 58,450円
特別児童扶養手当
（2級） 37,830円 38,930円

障害児福祉手当 16,100円 16,560円
特別障害者手当 29,590円 30,450円
経過的福祉手当 16,100円 16,560円

いこうや！けんしん！ 健康のために健診 （検診）を受けよう

  問  市民課　℡   0867-42-1112(℻  7455)

  問  健康推進課　℡   0867-42-1050(℻  1388)

  問  子育て支援課
　　℡   0867-42-1054(℻  1388)

健康診査

がん検診

  乳児等通園支援事業の実施について 各種手当／手当額の改定について

国民健康保険加入者（対象：40歳～74歳）
〇特定健診
▶健診期間　 5月 1日㈮～令和 9年 3月31日㈬
▶自己負担額　1,000円
〇国保人間ドック
▶健診期間　 4月 1日㈬～令和 9年 3月31日㈬
▶自己負担額　Ａコース（食事あり）15,000円
　　　　　　　Ｂコース（食事なし）13,000円
※健診結果で生活習慣病のリスクが高かった人には、特
定保健指導の利用案内があります。 必ず受けてください。

　令和 8年度から、子ども・子育て支援法に基づ
く給付制度として、乳児等通園支援事業（こども
誰でも通園制度）を実施します。
▶事業目的　全ての子どもの育ちを応援し、子ど
もの良質な成育環境を整備するとともに、全ての
子育て家庭に対して、多様な働き方やライフスタ
イルにかかわらない形での支援を強化すること
▶実施施設　天の川こども園
※申込状況によりお預かりできない場合があります。
▶対象　 0歳 6カ月～満 3歳未満の未就園児
▶利用可能時間　月10時間以内
▶申込方法　子育て支援課で乳児等支援給付認定
を受けた後、天の川こども園に申し込み。
※認定申請から利用まで 1カ月程度かかる場合が
あります。
※ 4月から乳児等支援給付認定申請の受け付けを
開始します。詳しくは、子育て支援課にお問い合
わせください。

　2025年全国消費者物価指数の物価変動率に基づ
いて、4月から特別児童扶養手当、障害児福祉手当、
特別障害者手当および経過的福祉手当の手当額が
次のとおり改正されます。

▶問い合わせ先　福祉課
　℡  0867-42-1581（℻  1369）

市の実施するがん検診は、
加入している医療保険に
関係なく誰でも受診でき
ます。

岡山県後期高齢者医療制度加入者
〇後期高齢者健診
▶健診期間　 5月 1日㈮～令和 9年 3月31日㈬
▶自己負担額　無料
※国保人間ドックは受けることができません。
後期高齢者健診とがん検診の組み合わせで人間ドッ
ク相当の検査を受けることができます。

真庭市ホームページ▶ 

真庭市　  　　   
ホームページ▶ 

真庭市ホームページ▶ 

特別児童　
扶養手当▼

▶真庭市ホームページ
障害児福祉
手当▼　　

特別障害者
手当▼　　
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問  産業政策課　℡  0867-42-1033(℻3907）
　  Email：sangyou@city.maniwa.lg.jp

地域経済の活性化を目指して 各種産業支援制度をご活用ください

　真庭市と真庭市産業サポートセンターが連携し、地域経済の活性化
を目的とした各種補助制度を用意しています。申請方法は真庭市ホー
ムページをご覧ください。

▶真庭市産業サポートセンターが窓口となり実施する産業支援事業
　 問い合わせ先▶真庭市産業サポートセンター　℡  0867-42-4375 （℻  4337）

▶真庭市が窓口となり実施する各種補助制度
　 問い合わせ先▶産業政策課　℡  0867-42-1033 （℻  3907）

頑張る事業者の皆さんを
各種補助金で応援します

※各事業の募集開始はいずれも4月1日㈬ですが、募集期限、提出場所は事業ごと
に異なります。
　条件や内容によっては対象とならない場合もあるので、事前にお問い合わせく
ださい。いずれの補助金も予算額に達した時点で募集を終了します。
　各事業の申請書類などについては、各ホームページからダウンロードできます。

事業名 補助内容

起業支援事業
産業の振興および活性化を目的とし、独創性および発展性
をもって起業する人に経費の一部を補助します。
（補助額：対象経費の2分の1 ※上限100万円～200万円）

経営革新応援事業

中小企業の新たな事業活動の促進を図り、地域経済の発展
を目指すため、意欲をもって新たな事業に取り組む企業ま
たは個人に対し経費の一部を補助します。
（補助額：対象経費の2分の1 ※上限100万円）

事業名 補助内容

企業インターンシップ
奨励事業

大学生などのインターンシップの受け入れを行う市内事業者に対
し、受け入れに係る経費の一部を補助します。

▶補助額　受け入れ者1人につき1日当たり 5,000 円に受入日数を
乗じて得た額と対象経費の2分の1を比較して少ない方の
額（1事業者上限10万円）

企業人材スキルアップ
支援事業

下記①、②に係る経費の一部を補助します。
①市内事業者が従業員などのスキルアップのため、従業員などを派遣し
研修を受講させる場合 （参加型）
②外部講師を招へいし、社員研修を実施する場合（開催型）

▶補助額　対象経費の2分の1
　　　　　①参加型：従業員1人上限5万円（1事業者上限20万円）
　　　　　②開催型：1事業者上限10万円

運転免許取得費
支援事業

運転免許を取得する経費の一部を補助します。　
対象となる免許の種類…大型、大型特殊、中型、けん引、大型第二
種、中型第二種、普通第二種および国土交通大臣が認定する講習

▶補助額　対象経費の2分の1 ※免許の種別により上限が異なります
　　　　　認定講習は1人8,000円（1事業者上限40万円）

 4 月 2日は世界自閉症
啓発デーです。また、4
月 2日から 8日までは、
発達障害啓発週間です。
自閉症をはじめとする
発達障がいについて知
り、理解をすることは、
発達障がいのある人だ
けでなく、誰もが幸せ
に暮らすことができる
社会の実現につながり
ます。期間中は発達障
がい啓発のシンボルカ
ラーである「癒やし」
や「希望」を表すブルー
にライトアップします。

世界自閉症
啓発デー　

■期間　
　4月2日㈭～8日㈬
■場所
　旧遷喬尋常小学校

【ポスター掲示・
　関連図書展示】
　ポスターの掲示、関
　連図書の展示と貸し
　出しを行います。
■期間　
　4月1日㈬～4月30日㈭
■場所
　市内各図書館

■問い合わせ先
　発達発育支援センター
　℡  0867-42-1080

真庭市
ホームページ▶

真庭市
産業サポート
センター
ホームページ▶
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補助金制度

　真庭市では、市内に合併浄化槽を設置する人に補助金を交付し、整備を進めています。
令和8年度に合併浄化槽の設置を考えている人はご利用ください。詳しくは、真庭
市ホームページを確認、または上下水道課までお問い合わせください。
市への申請前に岡山県への届け出が必要です。交付決定を受ける前に工事に
着手すると、補助金の対象外になるのでご注意ください。

　

真
庭
市
が
管
理
す
る
上
水
道
、
簡
易
水

道
な
ど
の
水
道
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
地
域
で
の
生
活
用
水
確
保
の
た
め
、
簡
易
な

給
水
装
置
の
新
設
や
修
繕
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
設
置
な
ど
を
検
討
し
て
い
る

人
は
、
上
下
水
道
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

簡
易
給
水
施
設
補
助
金

浄化槽設置

問  上下水道課　℡  0867-42-1108(℻1403）
　  Email：jougesuido@city.maniwa.lg.jp

申請期間は4月１日㈬～30日㈭ 老朽化した合併浄化槽の更新も対象になります

水源確保や水質改善 生活用水の確保に

問  上下水道課　℡  0867-42-1108(℻1403）
　  Email：jougesuido@city.maniwa.lg.jp

真庭市
ホームページ

真庭市ホームページ▶ 

■対象者　真庭市に住所がある人（店舗や工場など、居住者がいない場合は対象外）
■事業例　
　【水源確保】山水などの水源が枯渇し、新たに井戸を掘る場合　　　　　　
　【水質改善】山水や井戸の水質が悪化し、ろ過器を設置する場合　
　　　　　　  ※蛇口付近に設置する簡易なものは対象外　
■補助対象地区　市管理の上水道、簡易水道、または飲料水供給施設の給水区
　　　　　　　　域であるかどうかによって対象が異なります。
　  【給水区域外】水質が不良な地区、または生活用水の確保に困っている地区
　  【給水区域内】水道本管から距離がおおむね100m以上離れており、水質が
　　　　　　　　不良な地区、または生活用水の確保に困っている地域　
■申請方法　上下水道課に事前協議の上、申請書類を提出
　※申請書類は、事前協議の際、補助対象となる場合に配布します。事前協議
　　の際は現地位置図および現況、または予定地の写真を提示してください。
■注意事項　
・予算に限りがあるため、先着順となります。
・工事をしても水量を確保できなかった場合、または水質が改善できなかった
場合は、補助金を交付できません。
・事前に着手したものは、補助の対象になりません。

■
共
通
事
項

・
公
共
下
水
道
事
業
の
認
可
区
域

外
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
事
業
の

未
整
備
区
域　
　

・
汚
水
処
理
未
普
及
解
消
に
つ
な

が
る
と
認
め
ら
れ
る
合
併
浄
化
槽

で
あ
る
こ
と　
　

※
内
容
に
よ
り
、
交
付
の
対
象
外

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
交
付
申
請
ま
で
に
必
要
な
事
項

・
浄
化
槽
法
に
基
づ
く
設
置
届
の

審
査
、
ま
た
は
建
築
基
準
法
に
基

づ
く
確
認
を
受
け
る
こ
と

・
農
地
転
用
が
必
要
な
場
合
は
許

可
を
受
け
る
こ
と

■
申
請
期
間　

4
月
1
日
㈬
〜
30
日
㈭
（
土
・
日

曜
、
祝
日
を
除
く
）

※
交
付
申
請
額
が
予
算
に
満
た
な

い
場
合
は
、翌
月
以
降
も
１
カ
月
単

位
で
9
月
末
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

（
予
算
を
超
え
た
月
は
、抽
選
に
よ
り
決
定
）

■
対
象
者　

・
一
般
住
宅　

自
宅
に
合
併
浄
化

槽
を
設
置
す
る
人

・
事
業
所　

市
内
の
事
業
所
に
合

併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人

・
集
会
所　

市
内
の
集
会
所
に
合

併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
自
治
会

（
補
助
対
象
と
な
る
浄
化
槽
に
条
件
あ
り
）

■補助金上限額

豪雪地域（美甘・湯原・蒜山の場合）

非豪雪地域（北房・落合・久世・勝山の場合）

浄化槽の
大きさ

補助金額 （千円）  令和8年度

事業所 くみ取り
槽から

単独処理
浄化槽から

合併浄化
槽の更新

新築・増築 ・
集会所

5 人槽 360 810 840 510 690
6 ～ 7 人槽 462 912 942 612 792
8 ～10人槽 585 1,035 1,065 735 915
11～50人槽 1,092 1,542 1,572 1,242 1,422

浄化槽の
大きさ

補助金額 （千円）  令和8年度

事業所 くみ取り
槽から

単独処理
浄化槽から

合併浄化
槽の更新

新築・増築 ・
集会所

5 人槽 438 888 918 588 768
6 ～ 7 人槽 516 996 996 666 846
8 ～10人槽 684 1,134 1,164 834 1,014
11～50人槽 1.164 1,614 1,644 1,314 1,494
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令
和
8
年
6
月
1
日
を
調
査
期

日
と
し
て
、
全
国
一
斉
の
「
令
和

8
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調

査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
原
則
と

し
て
全
国
全
て
の
事
業
所
が
対
象

で
す
。4
月
の
中
旬
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
用
の
書
類
が
郵
送
さ

れ
る
の
で
、
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
未
回
答
の
事
業

所
や
、
新
た
に
把
握
し
た
事
業
所

に
は
、5
月
31
日
ま
で
に
、
身
分

証
を
身
に
つ
け
た
担
当
調
査
員
が

訪
問
す
る
の
で
、
配
布
さ
れ
た
調

査
票
に
つ
い
て
回
答
し
て
く
だ
さ

い
。
回
答
情
報
の
内
容
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。
円
滑
な
調
査
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象　

個
人
事
業
を
含
む
全
て
の
事
業

所
、
企
業
（
個
人
で
農
林
業
を
行

う
も
の
な
ど
を
除
く
）

■
内
容　

名
称
、
従
業
員
数
、
主
な
事
業
の

内
容
、
売
上
金
額
、
費
用
項
目
、

事
業
別
売
上
金
額
な
ど

■
結
果
に
つ
い
て　

国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行

政
施
策
の
立
案
や
民
間
企
業
に
お

け
る
経
営
計
画
の
策
定
な
ど
、
社

会
経
済
の
発
展
を
支
え
る
基
礎
資

料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
6
9

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
5
3

■
経
済
セ
ン
サ
ス

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

〇
緑
の
募
金

　

緑
の
募
金
は
、
森
林
が
も
た
ら

す
豊
か
な
暮
ら
し
を
未
来
へ
つ
な

げ
る
た
め
、
地
域
の
人
々
の
身
近

な
緑
化
活
動
や
次
世
代
が
参
加
す

る
森
林
体
験
活
動
な
ど
の
支
援
に

大
切
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
森

林
を
守
り
育
て
る
運
動
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
募
金
箱
設
置
場
所

本
庁
舎
お
よ
び
各
振
興
局

〇
緑
化
事
業

　

緑
化
事
業
は
、
地
域
団
体
が
取

り
組
む
緑
化
活
動
に
対
し
、
苗
木

を
配
布
し
ま
す
。
配
布
を
希
望
す

る
団
体
は
、
林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス

産
業
課
、
ま
た
は
振
興
局
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

4
月
30
日
㈭

■
苗
木
配
布
時
期

11
月
〜
令
和
9
年
1
月
中
を
予
定

■
問
い
合
わ
せ
先

林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課

℡  
0
8
6
7（
42
）5
0
2
2

℻
0
8
6
7（
42
）3
9
0
7

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

真庭市
ホームページ▶ 

  問  まちづくり推進課　
　　℡   0867-42-7781(℻  1988)
    Email：toshijyutaku@city.maniwa.lg.jp

※入居希望者数が募集戸数を超えた場合は抽選となります。
※多子世帯（同居しようとする親族に18歳未満の児童が3人以上いる人）、または
子育て世帯（同居しようとする親族に小学校卒業前の児童がいる人）は抽選回
数の優遇があります。

※身体障害者 （1～4級）の人は原方新住宅の申し込みに限り抽選回数の優遇があります。
　なお、応募のなかった市営住宅の入居者を随時募集しています。募集物件につ
いては、問い合わせいただくか、真庭市ホームページをご覧ください。

▶申込期限　
　4月15日㈬  正午
▶入居可能日　5月中旬（予定）

 市営住宅入居者
定期募集

地域 住宅名 種別 間取り 戸数 建築年度 家賃
蒜山 緑が丘住宅 公営 3DK 1戸 平成11年度 20,400円～30,400円

勝山 原方新住宅 公営 3LDK 1戸 平成18年度 26,600円～39,700円
（共益費 3,000円／月）

美甘 第2旭住宅 特定・単身用 1K 1戸 平成 9年度 15,000円

　中国自動車道の北房
料金所が、4月8日㈬午
前0時からETC専用に
なります。ETC専用料
金所では、ETCを装着
した車両での利用をお
願いします。ETCが利
用できない車両で誤っ
て進入した場合は、逆
走やバックは行わず「サ
ポート」、または「ETC
／サポート」と表示さ
れたレーンに進み、一
旦停止してインターホ
ンなどにより係員の指
示に従ってください。

■日時
　4月8日㈬
　午前0時～
■場所
　中国自動車道　
　北房料金所
■問い合わせ先
　NEXCO西日本
　お客様センター
　（年中無休、24時間）
℡  0120-924-863
※IP電話などからは
　こちら
℡  06-6876-9031
建設課
℡  0867-42-5033

4月8日㈬
午前０時から
ネクスコ西日本
北房料金所が
ETC専用
になります

5
年
に
1
度
の
経
済
セ
ン
サ
ス

ご
協
力
く
だ
さ
い

緑
の
募
金
と
緑
化
事
業

森
林
を
守
ろ
う
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 おかやまアダプト

▼
対
象
事
業

　

工
事
費
が
2
0
0
万
円
以
内
の
、
比
較

　

的
小
規
模
な
道
路
・
水
路
・
農
林
業
施

　

設
の
工
事

　

※
工
事
内
容
に
よ
り
、
採
択
基
準
が
異

　

な
り
ま
す
。

▼
補
助
金
額

　

工
事
費
の
2
分
の
1
以
内

　

※
工
事
内
容
に
よ
り
、
補
助
率
が
異
な

　

り
ま
す
。

▼
相
談
期
限

　

工
事
を
行
う
予
定
の
前
年
度
8
月
末
ま

　

で
に
、
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課

　

℡  
0
8
6
7（
42
）5
0
3
3

　

℻
0
8
6
7（
42
）1
9
8
8

　
　

　

真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

  問  岡山県美作県民局建設部真庭地域管理課　
　　℡   0867-44-3116(℻  5114)

　
真
庭
市
で
は
、
道
路
・
水
路
・
農
林

業
施
設
の
改
良
工
事
な
ど
を
行
う
団

体
・
個
人
に
対
し
、
建
設
事
業
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
交

付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必
ず
工
事
を

行
う
予
定
の
前
年
度
の
8
月
末
ま
で
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
久
世
地
域
の
人
は

建
設
課
へ
、
久
世
地
域
以
外
の
人
は
各

振
興
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

建
設
事
業

補
助
金
の
ご
案
内

▶団体要件　
　自治会やNPOなどの地域住民で組織する団体
　※団体口座が必要　
▶対象路線　市道　※原則幅員 2 m以上の道路　
▶活動内容　　
　・除草（道路愛護延長内は全箇所。道路の路肩
　　からおおむね 1 m幅）
　・路面、側溝の簡易清掃（ごみや土砂の除去）
　・異常箇所の通報　
▶報奨金
　除草のある道路延長10mにつき200円　
　※年度 2回まで申請可能

▶応募要件　
　新規は10人以上、継続は5人以上の団体で、一定区間を
1年間に複数回にわたって清掃・美化活動を行うこと。

▶活動内容（次のいずれか）
　・道路の清掃・美化活動（国、県道500m以上
を年4回以上）

　・国、県道に設置された花壇や植樹ますの植栽、
管理（延長20～50m程度を年間通じて）

　・河川の清掃・美化活動（県管理河川200m以
上を年2回以上）　

▶交付金対象経費　
　清掃や除草、植栽に必要な用具など　

▶登録方法　
　団体登録申請書を建設課、または各振興局に提
出。内容を審査の上登録します。登録日以降に行っ
た除草作業が、報奨金の対象です。
▶登録内容の変更方法
　団体登録変更届に必要事項を記入し、関係書類
を添付して、建設課、または各振興局に提出。

　※代表者や口座が変わる際は、忘れず提出して
　ください。

　真庭市では、市道の安全確保と景観保全のため、次の活動を行う団体に対して、除草作業を
行った延長分の報奨金を交付しています。取り組みをご検討ください。

　岡山県では、住民や企業などが道路、河川などに愛着をもっ
て定期的に清掃、美化活動を行う団体をアダプト活動団体に認
定し、サポートする事業を行っています。共有財産である道路
や河川の維持のため、ぜひ取り組みへの参加をご検討ください。

道路や河川を美化しよう

道路愛護活動団体募集 問  建設課   ℡   0867-42-5033(℻  1988)

真庭市ホームページ▶ 

岡山県   　　　  
ホームページ▶ 

▶登録方法
　①書面申請　申請書を岡山県ホームページから
ダウンロードし、真庭市役所建設課、または
各振興局に提出　

　②Web申請　おかやまアダプトホームページ内
から必要事項を入力して申請。

▶募集期限　4月23日㈭
　※やむを得ず、募集期限に間に合わない場合は
ご相談ください。募集多数の場合は期限より
前に募集を終了することがあります。
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問  まちづくり推進課　℡  0867-42-7781(℻1988）
　  Email：toshijyutaku@city.maniwa.lg.jp

問  まちづくり推進課　℡  0867-42-7781(℻1988）
　  Email：toshijyutaku@city.maniwa.lg.jp

問  まちづくり推進課　℡  0867-42-7781(℻1988）
　  Email：toshijyutaku@city.maniwa.lg.jp

真庭市
ホームページ

真庭市
ホームページ

真庭市
ホームページ

使用していない空き家を利活用

所有者の皆さん

危険な空き家の除却を促進

費用の一部を補助します

ご活用ください

費用の一部を補助します

真庭市
空家等
対策計画

真庭市
ホーム
ページ▶

▶問い合わせ先
　まちづくり推進課
　℡  0867-42-7781
　℻0867-42-1988

　真庭市空家等対
策計画は、空き家
の発生を防ぎ、安
全に活用して地域
の暮らしを守るた
めの、市の取り組
み方針をまとめた
計画です。詳しく
は真庭市ホーム
ページをご確認く
ださい。

改定
しました

▼
対
象
者

①
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
3
年

以
上
居
住
す
る
意
思
を
も
っ
て
、
市
内
の

空
き
家
を
購
入
す
る
人
（
移
住
者
含
む
）

②
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
3
年

以
上
居
住
す
る
意
思
を
も
っ
て
、
市
内
の

空
き
家
を
賃
借
す
る
人
（
移
住
者
含
む
）

▼
補
助
対
象
の
空
き
家

市
内
に
所
在
す
る
、
居
住
を
目
的
と
す
る

建
築
物
で
あ
っ
て
、
居
住
し
て
い
な
い
こ

と
が
常
態
で
あ
る
も
の
、
ま
た
そ
の
見
込

み
が
あ
る
も
の
（
近
く
居
住
し
な
く
な
る

予
定
の
も
の
を
含
む
）

▼
補
助
対
象
経
費
お
よ
び
補
助
額

・
空
き
家
の
購
入
費（
最
大
上
限
80
万
円
）

・
空
き
家
の
改
修
工
事
費
（
最
大
上
限

1
0
0
万
円
）

※
対
象
経
費
の
3
分
の
1
以
内
。
予
算
の

範
囲
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
対
象
者

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
、
ま
た
は
地
域
認
定

空
き
家
に
登
録
さ
れ
た
空
き
家
の
所
有
者

（
個
人
）

▼
補
助
対
象
の
空
き
家

真
庭
市
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ

た
空
き
家
、
ま
た
は
地
域
認
定
空
き
家
と

し
て
登
録
さ
れ
た
空
き
家

※
登
録
か
ら
6
カ
月
以
内

▼
奨
励
金
の
額

１
件
あ
た
り
３
万
円

※
予
算
の
範
囲
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
補
助
対
象
の
空
き
家

お
お
む
ね
1
年
以
上
使
用
し
て
い
な
い
建

築
物
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当

す
る
も
の

①
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
」
第
2
条
第
2
項
に
規
定
す
る
特

定
空
家

②
真
庭
市
建
築
物
耐
震
診
断
等
事
業
で
倒

壊
の
危
険
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
も
の

■
補
助
対
象
工
事
お
よ
び
補
助
金

・
除
却
工
事
（
上
限
50
万
円
）　

・
応
急
措
置
（
上
限
10
万
円
）

※
対
象
経
費
の
3
分
の
1
以
内
。
予
算
の

範
囲
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

空
き
屋
の
購
入
費
お
よ
び
改
修
費
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
申
請
す
る
前
に
必
ず
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

空
き
家
の
早
期
市
場
流
通
を
促
進
す

る
た
め
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
、
ま
た

は
地
域
認
定
空
き
家
に
新
規
登
録
し
た

空
き
家
の
所
有
者
に
対
し
て
奨
励
金
を

交
付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

老
朽
化
し
て
倒
壊
な
ど
の
恐
れ
が
あ

る
危
険
な
空
き
家
の
除
却
を
促
進
す
る

た
め
、
除
却
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
申
請
前
に
必

ず
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

空
き
家
活
用

定
住
促
進
補
助
金

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
等

登
録
促
進
奨
励
金

空
家
等
除
却

事
業
費
補
助
金
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毎
年
4
月
は
「
20
歳
未
満
飲
酒

防
止
強
調
月
間
」
と
し
て
、
全
国

的
に
20
歳
未
満
の
飲
酒
防
止
に
向

け
た
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
未
来
を
担
う
若
者
を
守
る
た

め
、
家
庭
や
地
域
ぐ
る
み
で
の
取

り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
20
歳
未
満
の
人
は
身
体
も
心

も
成
長
の
途
中
に
あ
り
、
飲
酒
は

脳
や
臓
器
の
発
達
に
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
法
律
で
も
20
歳
未
満

の
飲
酒
は
禁
止
さ
れ
て
い
て
、
周

囲
の
大
人
に
も
飲
酒
を
止
め
る
責

任
が
あ
り
ま
す
。

〇
20
歳
未
満
の
皆
さ
ん
へ

　

お
酒
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
楽

し
む
も
の
で
す
。
20
歳
未
満
で
飲

酒
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
健
康
へ

の
影
響
が
あ
り
ま
す
。

・
脳
の
働
き
が
低
下
し
や
す
い

・
肝
臓
な
ど
の
臓
器
に
負
担
が
か

か
る

・
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
リ
ス
ク

が
高
ま
る

　

皆
さ
ん
の
未
来
や
身
体
を
守
る

た
め
に
も
、
ま
わ
り
の
誘
い
が

あ
っ
て
も
「
飲
ま
な
い
」
と
い
う

勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

空
き
家
を
売
却
・
賃
貸
可
能
な

状
態
に
す
る
た
め
、
空
き
家
に
あ

る
不
要
な
家
財
道
具
の
撤
去
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
の
空
き
家

真
庭
市
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登

録
さ
れ
た
空
き
家
、
ま
た
は
地
域

認
定
空
き
家
と
し
て
登
録
さ
れ
た

空
き
家

■
対
象
者

・
補
助
対
象
の
空
き
家
の
所
有
者
、

ま
た
は
利
用
者

■
補
助
対
象
経
費

家
財
道
具
の
撤
去
費
（
上
限
20
万

円
）

※
対
象
経
費
の
4
分
の
3
以
内
。

予
算
の
範
囲
内
で
受
け
付
け
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

℡  
0
8
6
7（
42
）7
7
8
1

℻
0
8
6
7（
42
）1
9
8
8

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

〇
地
域
の
大
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
未
満
の
飲
酒
を
防
ぐ
に

は
、
大
人
の
理
解
と
協
力
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

・
20
歳
未
満
に
お
酒
を
勧
め
な
い

・
家
庭
や
地
域
で
お
酒
の
身
体
へ

の
影
響
に
つ
い
て
話
し
合
う

・
販
売
や
提
供
の
際
は
年
齢
確
認

を
徹
底
す
る

こ
れ
ら
は
社
会
全
体
で
取
り
組
む

重
要
な
責
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

未
来
を
担
う
若
い
世
代
を
守
る
た

め
、
こ
の
月
間
を
機
に
、
地
域
み

ん
な
で
意
識
を
高
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
5
0

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
8
8

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

自宅の耐震化を考えてみませんか 耐震診断や補強計画、耐震改修の費用を補助

問  まちづくり推進課　℡  0867-42-7781(℻1988）
　  Email：toshijyutaku@city.maniwa.lg.jp

真庭市
ホームページ

　

地
震
に
備
え
て
自
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
、

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
な
ど
の
補
助
制
度
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修

空
き
家
家
財
道
具
等
撤
去
補
助
金

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

20
歳
未
満
飲
酒
防
止
強
調
月
間

大
切
な
身
体
を
守
る
た
め
に

耐
震
診
断
・
補
強
計
画

▼
対
象

　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
木
造
住
宅　

▼
診
断
料

9
万
円
（
補
助
額
8
万
円
）　　

耐
震
改
修（
全
体
）

▼
対
象　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
木

造
住
宅
で
、
耐
震
診
断
に
よ
り
「
倒
壊
す
る
可
能

性
が
あ
る
」
と
診
断
さ
れ
た
も
の　

　

▼
補
助
限
度
額

1
1
5
万
円（
補
助
率
5
分
の
4
以
内
）

部
分
耐
震
改
修

▼
対
象　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
木

造
住
宅
で
、
耐
震
診
断
に
よ
り
「
倒
壊
す
る
可
能

性
が
あ
る
」
と
診
断
さ
れ
た
も
の　

▼
補
助
限
度
額

80
万
円（
補
助
率
2
分
の
1
以
内
）

　

※
部
分
耐
震
改
修
と
は
、1
階
部
分
の
寝
室
な
ど
居

宅
の
一
部
分
の
み
を
改
修
す
る
こ
と　
　

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
防
災
ベ
ッ
ド
設
置

▼
対
象　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
木

造
住
宅
で
、
耐
震
診
断
に
よ
り
「
倒
壊
す
る
可
能

性
が
あ
る
」
と
診
断
さ
れ
た
も
の　

▼
補
助
限
度
額

80
万
円（
補
助
率
2
分
の
1
以
内
）

ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去

▼
対
象

　

災
害
時
に
避
難
所
な
ど
に
至
る
経
路
に
面
し
、
高
さ

が
1
㍍   
以
上
の
危
険
と
判
断
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀

▼
補
助
限
度
額

15
万
円（
補
助
率
3
分
の
2
以
内
）
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バイオ液肥を使ってみませんか

ごみと資源の
分別ガイドはこちらから

ごみの分別リストと
収集日の確認はこちらから

真庭市役所環境課

源循環

環境課  ℡0867-42-1113

持続可能なまちへ
資

で

　真庭市では、地域資源であ
る生ごみなどをバイオ液肥に
リサイクルすることで、可燃ご
みの削減を図っています。

生ごみ収集量
目標 175㌧／月

可燃ごみ排出量

121212121％減減減減減減減

134.5トン

106.2トン

R8.2月R7.2月

R8.2月R8.1月

546トン 543トン

（トン）

（トン）

00000.555555％減減減減減減

0

60

40

20

120

100

80

140

0

400

600

200

　

真
庭
市
の
地
域
の
み
ら
い
を
元

気
に
す
る
事
業
を
応
援
す
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
活
動
を
行
う
団
体
に
対

し
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。詳
し
く
は
、真
庭
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

地
域
み
ら
い
創
生
課
へ
申
請
書
な

ど
を
提
出

■
補
助
金
額

1
団
体　

上
限
12
万
円
（
対
象
経

費
の
3
分
の
2
）

※
同
窓
会
・
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
に

関
す
る
事
業
は
、
対
象
経
費
に
対

し
て
1
0
0
㌫
補
助
し
ま
す
（
上

限
15
万
円
）。

■
事
業
終
了
日

令
和
9
年
2
月
26
日
㈮

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
受
付
終

了
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
み
ら
い
創
生
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
7
9

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
5
3

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

結
婚
、
出
産
、
子
育
て
な
ど
に

よ
る
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
お
よ
び
二

地
域
居
住
者
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要

件
に
応
じ
て
引
っ
越
し
費
用
や
家

賃
支
援
を
行
い
ま
す
（
引
っ
越
し

費
用
は
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
に
限

る
）。
詳
し
く
は
、
真
庭
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

地
域
み
ら
い
創
生

課
へ
申
請
書
な
ど
を
提
出

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
受
付
終

了
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
み
ら
い
創
生
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
7
9

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
5
3

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

 　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門

過
程
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

受
講
者
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
地
域
通

貨
「
ま
に
こ
い
ん
」2
千
ま
に
ぃ

ポ
イ
ン
ト
を
進
呈
し
ま
す
。

■
日
時　

5
月
12
日
か
ら
毎
週
火
曜
日

※
8
月
11
日
、9
月
22
日
、
11
月

3
日
（
祝
日
）
は
休
み

午
後
7
時
〜
9
時
（
全
27
回
）

■
場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

30
人

■
受
講
料　

無
料

※
次
の
テ
キ
ス
ト
を
持
っ
て
い
な

い
人
は
購
入
が
必
要
で
す
。

・
手
話
奉
仕
員
養
成
テ
キ
ス
ト

「
手
話
を
学
ぼ
う　

手
話
で
話
そ

う　

全
面
改
訂
版
」（
3
3
0
0

円　

税
込
み
）

・
手
話
奉
仕
員
養
成
の
た
め
の

「
講
義
テ
キ
ス
ト
」（
9
9
0
円　

税
込
み
）

・
手
話
動
画
視
聴
シ
ス
テ
ム
1
年

用
（
1
7
6
0
円 

税
込
み
、
受

講
者
全
員
購
入
）

■
申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
電
子
申
請
、
ま
た
は
申
込
書

を
福
祉
課
・
振
興
局
に
提
出

■
申
込
期
限　

5
月
1
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
5
8
1

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
6
9

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

申
込
フ
ォ
ー
ム
▼

　

近
年
の
多
様
化
す
る
幅
広
い
地

域
課
題
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識

を
持
ち
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い

手
と
し
て
期
待
さ
れ
る
市
内
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
対
し
て
、
活
動
基
盤

の
強
化
や
他
団
体
と
の
連
携
・
協

働
が
期
待
で
き
る
事
業
を
行
う

場
合
に
資
金
的
な
支
援
を
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
真
庭
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
み
ら
い
創
生
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
7
9

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
5
3

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

ふ
る
さ
と
ま
に
わ
新
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
支
援
補
助
金

移
住
・
二
地
域
居
住
者
へ
の

支
援
拡
充

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

入
門
課
程

手
話
を
学
べ
て

ま
に
ぃ
ポ
イ
ン
ト
も
貯
ま
る

真
庭
市
み
ら
い
に
つ
な
ぐ

元
気
事
業
応
援
補
助
金

補
助
率
が
変
わ
り
ま
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
資
金

支
援
補
助
金

市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
支
援
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問  健康推進課　℡  0867-42-1050(℻1388）
　  Email：kksuishin@city.maniwa.lg.jp

　「健幸まにわプラン（第３次真庭市食育・健康づくり計画・第２次真庭市自殺対策計画）」とは、
Well-being（ウェルビーイング）の考えのもと、「すべての市民が生涯にわたり、健やかで心豊
かに暮らせるまちの実現」を基本理念として「健康寿命の延伸」と「誰も追い込まれることの
ない社会の実現」に向けた取り組みを、効果的、効率的に実施できるよう策定した計画です。
これまでの「第２次真庭市食育・健康づくり計画」および「第１次真庭市自殺対策計画」に
基づく取り組みから見えてきた課題や、市民や関係団体の皆さんからのご意見などを反映し
ながら、胎児期から高齢期に至るまでのライフコースアプローチの視点を取り入れています。

社会学習の一環として姫新線を利用するとき、
運賃の全額と貸切バス代などの一部を補助します。
▶要　件　市内の園、学校などが行う社会学習に

係る費用であること
▶補助率　運賃全額（津山駅～新見駅区間）
＋貸切バス代など 2分の 1（上限 5万円）     
※10円未満の端数が生じる場合は切り捨て

JR姫新線を活用、活性化するイベントアイデア
を募集します。
▶応募資格　個人、またはグループ、団体
　　　　　　（市内外は問いません）
▶募集内容　JR姫新線を活用、活性化するイベン

トアイデア
▶応募方法　真庭市ホームページの応募フォーム

から入力
▶応募期限　5月31日㈰

JR姫新線
利用促進事業

選考上位2人へ記念品
まにこいん

1,000まにぃポイント！

詳しくは真庭市ホー厶ページをご覧く
ださい。予算額に達した時点で受け付
けを終了します。

詳しくは真庭市ホー厶ページをご覧く
ださい。

真庭市JR姫新線社会学習利用助成事業補助金 真庭市JR姫新線イベントアイデア募集

■計画期間　令和8年度～令和17年度
　※計画書は、真庭市ホームページから閲覧できます▶

地域社会全体で市民の健康づくり、食育および自殺対策に取り組んでいく

健幸まにわプラン
（第３次真庭市食育・健康づくり計画、第２次真庭市自殺対策計画）を策定しました。

真
庭
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ま
に
ぞ
う

すべての市民が生涯にわたり
健やかで心豊かに暮らせるまちの実現

基本
理念

生活機能の
維持向上

生活習慣の
改善

生活習慣病（NCDs）の
発症・重症化予防

自殺死亡率の
減少

  問  共生社会推進課　℡   0867-42-1017(℻  7455)

真庭市ホームページ▶ 真庭市ホームページ▶ 

Maniwa21



　

第
1
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

6
月
21
日
㈰　

■
場
所　

県
内
各
会
場
に
て　

※
詳
し
く
は
最
寄
り
の
消
防
署
で

配
布
し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者
試

験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

■
内
容
お
よ
び
試
験
手
数
料　

・
甲
種　

7
2
0
0
円　

・
乙
種（
1
〜
6
類
）5
3
0
0
円

・
丙
種　

4
2
0
0
円　

■
申
込
方
法　

危
険
物
取
扱
者
試
験
案
内
を
確
認

の
上
、
電
子
申
請
、
ま
た
は
書
面

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　

4
月
13
日
㈪
〜
23
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課
予
防
危
険
物
係

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
9
0

℻
0
8
6
7（
42
）1
6
7
2

■
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

5
歳
児
を
対
象
と
し
た
幼
児
体

操
教
室
の
参
加
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
教
室
は
、
マ
ッ
ト
運
動
な
ど

の
体
操
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
基

本
と
な
る
動
作
を
学
び
ま
す
。5

月
か
ら
来
年
2
月
ま
で
毎
週
土
曜

日
に
旧
真
庭
高
校
久
世
校
地
体
育

館
で
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
振
興
課
お
よ
び
各
振
興
局
に

あ
る
募
集
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
日
時　

5
月
23
日
㈯
か
ら
令
和

9
年
2
月
27
日
㈯
ま
で
毎
週
土
曜

日
（
全
38
回
開
催
予
定
）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分　

■
場
所　

旧
真
庭
高
校
久
世
校
地
体
育
館　

■
対
象　

5
歳
児
（
令
和
2
年
4
月
2
日
〜

令
和
3
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）　

■
定
員　

20
人　

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選　

■
参
加
費　

5
8
0
0
円　

※
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
8
0
0
円
を

含
む

※
保
護
者
は
一
人
2
千
円
で
保
険

に
加
入

■
申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み　

■
申
込
期
限　

4
月
13
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課　

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
7
8

℻
0
8
6
7（
42
）1
4
1
6

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

学
び
直
し
講
座
「
ま
に
わ
笑
楽

考
」の
第
5
期
生
を
募
集
し
ま
す
。

小
学
校
で
習
っ
た
算
数
や
国
語
を

み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
く
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
（
年
間
10
回
）

第
1
回
（
入
楽
式
）5
月
28
日
㈭

第
2
回　

6
月
11
日
㈭

第
3
回　

6
月
25
日
㈭　

第
4
回　

7
月
9
日
㈭

第
5
回　

7
月
23
日
㈭

第
6
回　

8
月
6
日
㈭

第
7
回　

8
月
20
日
㈭

第
8
回　

9
月
3
日
㈭

第
9
回　

9
月
17
日
㈭

第
10
回
（
修
了
式
）
10
月
1
日
㈭

い
ず
れ
も
午
後
7
時
〜
8
時
30
分

■
場
所　
久
世
公
民
館（
旧
真
庭
高

校
久
世
校
地
50
周
年
記
念
館
）

■
対
象
者　

市
内
在
住
、
在
勤
の

16
歳
以
上
の
人

■
定
員　

先
着
15
人

■
参
加
費　

千
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

久
世
公
民
館

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
1
6

℻
0
8
6
7（
42
）1
0
3
4

　

彫
刻
家
で
画
家
の
武
藤
順
九
さ

ん
か
ら
、
昨
年
9
月
に
出
雲
大
社

へ
奉
納
し
た
彫
刻
作
品
「
風
の
環

2
0
1
1
―
絆
―
」
の
プ
ロ
ト
タ

イ
プ
（
原
型
）
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
庁
舎
1
階
ロ
ビ
ー
付
近
に

展
示
す
る
予
定
で
す
。

▶ 問い合わせ先
　子育て支援課
　℡  0867-42-1054
　℻0867-42-1388

▶開放する園
　落合こども園
　天の川こども園
　久世こども園
　勝山こども園
　湯原こども園
　八束こども園
　川上こども園
▶開放日
日曜日、
　祝日（休園日）

市内公立園７園
園庭の開放
を始めます

真庭市
ホームページ▶

第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

開
催
の
お
知
ら
せ

篤
志
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

参
加
者
を
募
集

幼
児
体
操
教
室

学
び
直
し
講
座
ま
に
わ
笑
楽
考

（
し
ょ
う
が
っ
こ
う
）

第
5
期
受
講
生
募
集　

休みの日は園庭で
あそぼう
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山中一揆の史跡を巡るバスツアー 春季開催分の参加者を募集します

テーマは 「めぐるいのち」 Presence of LIfe

問  湯原振興局地域振興課　℡  0867-62-2011(℻2097）
　  Email：chiiki_yb@city.maniwa.lg.jp

問  スポーツ・文化振興課　
　  ℡  0867-42-1178(℻1416）

真庭市
ホームページ

GREENable HIRUZEN
ホームページ

申込フォーム▶

田部義民の墓（蒜山西茅部）▲

▶日時　5月20日㈬、5月24日㈰  ※両日とも同じ内容
　　　　受付9：00～、オリエンテーション9：30～
　　　　バスツアー10：00～16：00（途中、昼食休憩あり）
　　　　※小雨決行、荒天の場合は翌週の同じ曜日に順延
▶集合場所　湯原ふれあいセンター
▶参加費　4,000円（バス代、昼食代、保険料、資料代として）
▶申込方法　下記のいずれかで申し込み（電話・メールでの申込み不可）
　　　　①真庭市ホームページ、または市内図書館などにある申込用

　紙を郵送、または提出
　　　　②専用申込フォームから申し込み
▶申込先　湯原振興局(〒717-0406 真庭市豊栄1515)
▶申込期限　4月30日㈭  午後5時　※当日消印有効
▶案内役　山中一揆義民顕彰会　会長　浜子尊行さん
▶主催　山中一揆義民顕彰会
▶助成　公益財団法人  真庭エスパス文化振興財団

▶日時　4月21日㈫
　午後1時～3時30分
　（開場：午後0時30分）
▶場所　湯原ふれあいセンター
▶参加費　無料　
▶申込　不要　
▶主催　真庭市職員退職者会　
▶協力　山中一揆義民顕彰会　
▶問い合わせ先
　真庭市職員退職者会（伊井）
　℡  090-4693-4685
　湯原振興局
　℡  0867-62-2011（℻2097）

　山中（真庭地域北部）には、山中一揆の痕跡が今も約30カ所
残されています。静かな山道を歩き史跡に手を合わせながら、
先人の想いを静かに感じ取る時間を過ごしてみませんか。

山中一揆伝承祈行

　

蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
「
め
ぐ
る
い
の
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、

２
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
紹
介
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

小
林
万
里
子
さ
ん
は
糸
や
布
を
用
い
た
カ
ラ
フ
ル
な
作
品
、

七
搦
綾
乃
さ
ん
は
木
の
落
ち
着
い
た
色
合
い
が
持
ち
味
の
彫

刻
。
一
見
対
照
的
な
作
風
で
す
が
、
と
も
に
生
命
の
息
遣
い

を
感
じ
る
作
品
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。展
覧
会
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
は
奈
義
町
在
住
の
画
家
、
花
房
紗
也
香
さ
ん
で
す
。

呼
吸
す
る
気
配

小
林
万
里
子
・
七な

な
か
ら
げ搦

綾
乃
展
開
催

映
像
上
映
会

　「雪、柿の木坂」は、平成 9
年に勝山町民センターで上映
された山中一揆をテーマにし
た演劇です。初めての人でもス
トーリーがよく分かるように、
上映前に山中一揆義民顕彰会 
浜子尊行会長が「山中一揆の
あらまし」を解説します。

▼
会
場　

蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
会
期　

4
月
25
日
㈯
〜
9
月
6
日
㈰

▼
休
館　

毎
週
水
曜
日（
4
月
29
日・5
月
6
日
は
開
館
）、5
月
7
日
㈭

▼
開
館
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
　
　
　
　
　
（
入
館
は
午
後
4
時
45
分
ま
で
）

▼
入
館
料　

一
般
（
高
校
生
以
上
）5
0
0
円　

中
学
生
以
下
無
料
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会
計
管
理
者　
　
　
　
　
　
　

西
本
智
一

会
計
課
長　
　
　
　
　
　
　
　

黒
田
裕
子

蒜
山
振
興
局
長　
　
　
　
　
　

南　

博
晴

地
域
振
興
課
長　
　
　
　
　
　

二
若
玉
基

北
房
振
興
局
長　
　
　
　
　
　

三
浦
祥
靖

地
域
振
興
課
長　
　
　
　
　
　

向
林
人
司

落
合
振
興
局
長　
　
　
　
　
　

大
塚
清
文

地
域
振
興
課
長　
　
　
　
　
　

平
田
延
秀

久
世
振
興
局
長（
総
合
政
策
部
長
が
兼
務
）

地
域
振
興
課
長

 

（
地
域
み
ら
い
創
生
課
長
が
兼
務
）

勝
山
振
興
局
長　
　
　
　
　
　

谷
岡
理
江

地
域
振
興
課
長　
　
　
　
　
　

山
本
茂
樹

こ
ど
も
は
ぐ
く
み
担
当
課
長　

本
し
の
ぶ

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
長（
次
長
が
兼
務
）

障
が
い
者・児
発
達
発
育
支
援
セ
ン
タ
ー
長　

畦
崎
智
世

高
齢
者
支
援
課
長　
　
　
　
　

後
安
哲
男

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長　

岩
野
哲
治

産
業
観
光
部
長　
　
　
　
　
　

伊
藤
大
誠

林
業
政
策
統
括
監（
産
業
観
光
部
長
が
兼
務
）

産
業
政
策
課
長　
　
　
　
　
　

前
田
健
一

林
業
・バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課
長　
杉
本
隆
弘

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課
長　

西
田
光
宏

農
業
振
興
課
長　
　
　
　
　
　

藤
田
浩
史

建
設
部
長　
　
　
　
　
　
　
　

金
谷　

健

ま
ち
づ
く
り
推
進
監（
建
設
部
長
が
兼
務
）

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
　
　

須
田
和
徳

国
土
調
査
室
長　
　
　
　
　
　

佐
々
木
剛

重
伝
建
担
当
課
長

 

（
勝
山
振
興
局
地
域
振
興
課
長
が
兼
務
）

建
築
営
繕
課
長　
　
　
　
　
　

山
崎　

学

建
設
課
長　
　
　
　
　
　
　
　

戸
田
敏
行

上
下
水
道
課
長　
　
　
　
　
　

曽
根
田
豊

経
営
企
画
室
長（
上
下
水
道
課
長
が
兼
務
）

危
機
管
理
監　
　
　
　
　
　
　

広
岡
寿
史

危
機
管
理
課
長　
　
　
　
　
　

渡
邊
忠
政

政
策
推
進
監　
　
　
　
　
　
　

牧　

邦
憲

地
域
共
創
担
当
課
長　
　
　
　

長
綱
宏
樹

共
生
拠
点
施
設
整
備
担
当
課
長

 

（
高
校
魅
力
化
推
進
担
当
課
長
が
兼
務
）

学
び
の
創
造
推
進
監（
政
策
推
進
監
が
兼
務
）

高
校
魅
力
化
推
進
担
当
課
長　

小
林
理
恵

総
合
政
策
部
長　
　
　
　
　
　

木
村
辰
生

総
合
政
策
課
長　
　
　
　
　
　

吉
鶴
尚
美

こ
ど
も
の
権
利
条
例
担
当
課
長

 

（
総
合
政
策
課
長
が
兼
務
）

行
政
経
営
・
ｄ
Ｘ
推
進
室
長　

  

野
田
新
二

地
域
み
ら
い
創
生
課
長　
　
　

芦
川　

徹

秘
書
広
報
課
長　
　
　
　
　
　

広
岡
由
紀
子

総
務
部
長　
　
　
　
　
　
　
　

行
安
太
志

総
務
課
長　
　
　
　
　
　
　
　

行
田
修
司

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長　
　

南　

俊
樹

財
政
課
長　
　
　
　
　
　
　
　

有
富
基
高

財
産
活
用
課
長　
　
　
　
　
　

宮
地
辰
次

税
務
課
長　
　
　
　
　
　
　
　

松
尾
崇
志

生
活
環
境
部
長　
　
　
　
　
　

石
田
明
義

生
活
環
境
部
次
長　
　
　
　
　

尾
﨑
ひ
ろ
み

共
生
社
会
推
進
課
長（
次
長
が
兼
務
）

公
共
交
通
対
策
室
長　
　
　
　

八
木
和
樹

市
民
課
長　
　
　
　
　
　
　
　

湯
浅
孝
子

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
長　

 

佐
藤　

尚

環
境
課
長　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本
諭
司

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
に
わ
所
長　
森
岡
和
之

健
康
福
祉
部
長　
　
　
　
　
　

樋
口
竜
悟

健
康
福
祉
部
次
長　
　
　
　
　

神
庭
麻
理

福
祉
課
長　
　
　
　
　
　
　
　

矢
田
部
彰

健
康
推
進
課
長　
　
　
　
　
　

山
本
和
美

子
育
て
支
援
課
長　
　
　
　
　

渡
辺
義
和

市
長
直
轄
組
織

政
策
推
進
監

総
合
政
策
部

総
務
部

生
活
環
境
部

健
康
福
祉
部

蒜
山
振
興
局

北
房
振
興
局

落
合
振
興
局

久
世
振
興
局

勝
山
振
興
局

産
業
観
光
部

建
設
部

会
計
管
理
者

     
令
和
８
年
度
真
庭
市
職
員
人
事
異
動

　

令
和
８
年
度
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
各
部
局
の
部
長
・
課
長
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
新
規
採
用
者
23
人
を
含
み
、
職
員
の
総
数
は
7
5
0
人
で
す
。

問　

総
務
課
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室　

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
5
0（
℻  
1
3
4
1
）

学
び
の
創
造
推
進
監



美
甘
振
興
局
長　
　
　
　
　
　

児
玉
正
裕

地
域
振
興
課
長　
　
　
　
　
　

柴
田
英
男

湯
原
振
興
局
長　
　
　
　
　
　

佐
山
宣
夫

地
域
振
興
課
長　
　
　
　
　
　

長
須
久
美
子

教
育
次
長　
　
　
　
　
　
　
　

淺
野
晃
彦

教
育
総
務
課
長　
　
　
　
　
　

中
川
晃
吉

学
校
給
食
推
進
室
長　
　
　
　

三
浦
宮
子

学
校
教
育
課
長　
　
　
　
　
　

田
中
裕
恵

生
涯
学
習
課
長　
　
　
　
　
　

福
井　

学

図
書
館
振
興
室
長　
　
　
　
　

上
杉
朋
子

議
会
事
務
局
長　
　
　
　
　
　

杉
山
修
一

事
務
局
次
長　
　
　
　
　
　
　

下
平
直
勲

監
査
事
務
局
長　
　
　
　
　
　

武
村
良
江

消
防
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
上
修
司

次
長
兼
総
務
課
長
事
務
取
扱 

森
木　

勲　

予
防
課
長　
　
　
　
　
　
　
　

川
端
利
治

警
防
課
長　
　
　
　
　
　
　
　

市　

博
嗣

消
防
署
長　
　
　
　
　
　
　
　

家
原
隆
晃

本
署
副
署
長　
　
　
　
　
　
　

川
﨑
賢
次

本
署
副
署
長　
　
　
　
　
　
　

小
椋
弘
之

本
署
副
署
長　
　
　
　
　
　
　

山
本
勝
敏

本
署
副
署
長　
　
　
　
　
　
　

黒
田
茂
樹

蒜
山
分
署
長　
　
　
　
　
　
　

国
米
哲
也

湯
原
分
署
長　
　
　
　
　
　
　

野
村
尚
文

美
新
分
署
長　
　
　
　
　
　
　

宮
本
丈
嗣

北
房
分
署
長　
　
　
　
　
　
　

入
江
寛
誠

北
房
こ
ど
も
園
長　
　
　
　
　

若
田
美
香

美
川
こ
ど
も
園
長　
　
　
　
　

難
波
明
美

木
山
こ
ど
も
園
長　
　
　
　
　

坂
本
晃
子

落
合
こ
ど
も
園
長　
　
　
　
　

岩
﨑
由
紀
恵

天
の
川
こ
ど
も
園
長　
　
　
　

横
山
智
江

河
内
こ
ど
も
園
長　
　
　
　
　

藤
井
裕
子

久
世
こ
ど
も
園
長　
　
　
　
　

西
谷
弘
江

米
来
こ
ど
も
園
長　
　
　
　
　

二
宗
く
り
子

久
世
第
二
保
育
園
長　
　
　
　

山
本
久
美
子

勝
山
こ
ど
も
園
長　
　
　
　
　

桑
田
幸
子

月
田
保
育
園
長　
　
　
　
　
　

山
谷
真
由
美

美
甘
こ
ど
も
園
長　
　
　
　
　

藤
田
清
美

湯
原
こ
ど
も
園
長　
　
　
　
　

宮
田
純
子

中
和
保
育
園
長　
　
　
　
　
　

三
﨑
志
保

八
束
こ
ど
も
園
長　
　
　
　
　

金
崎
知
子

川
上
こ
ど
も
園
長　
　
　
　
　

吉
原
幹
枝

院
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡　

孝
一

技
術
部
長　
　
　
　
　
　
　
　

佐
子
佳
江

技
術
部
次
長　
　
　
　
　
　
　

須
田
淳
子

看
護
部
長　
　
　
　
　
　
　
　

横
山
弥
生

看
護
部
次
長　
　
　
　
　
　
　

杉
本
康
恵

事
務
部
長　
　
　
　
　
　
　
　

金
崎
正
一

事
務
次
長
兼
総
合
企
画
課
長　

土
肥
真
由
美

教
育
委
員
会
事
務
局

保
育
園
・
こ
ど
も
園

湯
原
温
泉
病
院

議
会
事
務
局

監
査
事
務
局

消
防
本
部

美
甘
振
興
局

湯
原
振
興
局

問  総務課人材マネジメント室　℡  0867-42-1150(℻1341）
　  Email：sohmu@city.maniwa.lg.jp

「真庭ライフスタイル」の実現に向けて 令和8年度組織機構の再編
緑字：新設箇所市　長

副市長

政策推進監

総合政策部

共生拠点施設整備担当課長

総合政策課
行政経営・dX推進室
こどもの権利条例担当課長

重伝建担当課長

生活環境部

共生社会推進課
公共交通対策室

次　長

建設部

まちづくり推進課
国土調査室

まちづくり推進監

の
推
進
役
と
な
る
「
共
生
拠
点
施

設
整
備
担
当
課
長
」
を
政
策
推
進

監
付
で
配
置
し
ま
す
。

●
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
推

進
体
制
強
化

　

国
際
交
流
や
平
和
、
外
国
人
に

向
け
た
対
応
な
ど
、
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た
推
進
体
制
を
さ
ら

に
強
化
す
る
た
め
、
く
ら
し
安
全

課
を
「
共
生
社
会
推
進
課
」
に
再

編
し
ま
す
。

●
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
選
定
に
向
け
た
推
進
体
制
強
化

　

勝
山
街
並
み
保
存
地
区
の
重
伝

建
地
区
の
選
定
に
向
け
た
推
進
体

制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
に
「
重
伝
建
担
当
課

長
」
を
配
置
し
ま
す
。

　

市
民
生
活
の
質
の
さ
ら
な
る

向
上
を
図
る
た
め
、市
役
所
の
組

織
機
構
を
再
編
し
ま
す
。主
な
変

更
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

●「
こ
ど
も
の
権
利
条
例
」制
定
体

制
の
構
築

　

こ
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
に

向
け
、
庁
内
で
一
体
的
に
推
進
す

る
体
制
を
整
え
る
た
め
、
総
合
政

策
課
に
「
こ
ど
も
の
権
利
条
例
担

当
課
長
」
を
配
置
し
ま
す
。

●
行
政
経
営
、
ｄ
Ｘ
の
推
進
体
制

強
化

　

行
政
経
営
お
よ
び
ｄ
Ｘ
の
推
進

体
制
を
強
化
し
、
業
務
改
革
と
住

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
た
め
、

総
合
政
策
課
に
「
行
政
経
営
・
ｄ

Ｘ
推
進
室
」
を
設
置
し
ま
す
。

●
共
生
拠
点
施
設
整
備
の
体
制
を

構
築

　

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と

し
て
整
備
を
予
定
し
て
い
る
施
設

機
構
改
革
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◎テーマは
「写真」です。
写真にまつわる思い出や、
写真に関する物事について、
200字程度でお寄せください。
◎川柳の兼題は
「歌」です。

お便り・川柳は、先月号に
同封したはがきをご利用く
ださい。締め切りは4月27
日㈪です。

　
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」

は
「
四
計
」
の
う
ち
の
「
一
日
の

計
」「
一
年
の
計
」「
一
生
の
計
」

「
一
家
の
計
」
の
一
つ
で
す
。
長

年
糊
口
を
凌
い
だ
関
西
に
於
い
て

の
初
詣
は
大
阪
で
は
住
吉
大
社
、

奈
良
で
は
日
本
で
最
古
の
神
社
と

さ
れ
る
大
神
神
社
（
天
皇
陛
下
も

参
詣
）
に
毎
年
初
詣
し
て
参
り
ふ

る
里
に
ユ
ー
タ
ー
ン
し
て
か
ら
は

地
域
の
氏
神
木
山
神
社
が
一
年
の

計
の
初
詣
と
な
っ
て
い
ま
す
。
木

山
神
社
の
祭
神
は
、
記
紀
神
話
に

現
れ
る
八
岐
大
蛇
を
退
治
し
た
素

戔
嗚
尊
で
伊
勢
神
宮
の
祭
神
天
照

大
御
神
の
弟
神
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
顧
み
る
と
五
十
年
く
ら
い
前

に
は
、
大
阪
、
兵
庫
、
四
国
、
鳥

取
な
ど
多
く
の
信
者
が
参
拝
し
、

第
二
次
世
界
大
戦
で
出
征
す
る
人

た
ち
は
、
武
運
長
久
を
祈
願
し
、

地
元
集
落
で
危
篤
の
人
が
出
る
と

集
落
一
同
で
延
命
祈
願
を
し
て
い

ま
し
た
。
今
年
も
変
わ
る
こ
と
な

い
元
日
の
初
詣
は
多
く
の
参
拝
者

で
混
雑
す
る
中
で
例
年
と
異
な
る

風
景
、
外
国
人
の
十
人
く
ら
い
の

団
体
を
発
見
し
、
し
ば
し
様
子
を

見
る
と
、
日
本
人
の
参
拝
の
所
作

を
参
考
に
し
て
参
拝
し
て
お
り
ま

す
。
関
西
の
有
名
寺
社
で
は
日
常

的
に
観
光
目
的
だ
と
思
わ
れ
る
外

国
人
を
多
く
見
掛
け
、
春
日
大
社

で
大
き
な
石
灯
籠
を
バ
ッ
ク
に
外

国
人
夫
婦
の
カ
メ
ラ
で
写
す
時

「
ハ
イ
、
ス
マ
イ
ル
」
と
笑
顔
を

要
求
し
、
二
人
の
ス
マ
イ
ル
で
喜

ん
で
く
れ
ま
し
た
。
今
春
も
変
わ

る
こ
と
の
な
い
「
家
内
安
全
」「
無

病
息
災
」
を
祈
願
し
、
一
年
の
計

の
初
詣
は
今
年
の
序
章
で
す
。

　

ま
た
始
め
た
い
な
と
思
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
ダ
イ
エ
ッ
ト
。

い
わ
ゆ
る
プ
チ
断
食
と
い
う
も
の

で
、
い
っ
た
ん
消
化
器
官
を
休
ま

せ
て
腸
内
環
境
改
善
し
ま
し
ょ
う

と
い
う
よ
う
な
、
減
量
以
外
に
も

体
質
改
善
・
健
康
増
進
を
目
的
と

し
て
い
る
も
の
な
の
で
す
が
。
一

度
取
り
組
ん
だ
際
に
は
な
ん
と
か

上
手
く
い
っ
て
数
年
ぶ
り
に
二
重

あ
ご
が
お
休
み
に
入
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
ぁ
そ
の
流
れ
で
お
気
づ
き

だ
と
思
い
ま
す
が
、
お
休
み
か
ら

復
帰
し
た
二
重
あ
ご
が
視
界
の

端
を
ち
ら
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
再
挑
戦
を
考
え
て
い
ま
す
。

な
ぜ
戻
っ
て
し
ま
う
の
に
ま
た

フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
す
る
の
か
と
い

う
と
、
免
許
証
の
更
新
が
や
っ
て

き
た
か
ら
で
す
。
写
真
写
り
が
良

い
人
は
考
え
た
こ
と
も
な
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
写
り
方
の

問
題
で
は
な
い
の
で
す
。
い
ま
私

の
手
に
あ
る
免
許
証
に
は
、
こ
れ

誰
な
ん
？
と
思
う
く
ら
い
パ
ン
ッ

パ
ン
の
頬
袋
の
人
物
が
写
っ
て
い

ま
す
。
本
人
確
認
な
の
に
細
目
で

し
か
視
認
し
て
ほ
し
く
な
い
よ
う

な
代
物
で
す
。
や
っ
と
そ
れ
を
手

放
せ
る
と
思
え
ば
泡
沫
の
夢
で
あ

れ
、
も
う
一
度
見
た
い
と
思
う
も

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
…
希
望

と
し
て
は
ス
ッ
と
し
た
時
期
に
パ

シ
ャ
っ
と
し
て
が
良
い
の
で
す

が
、
本
当
に
一
瞬
の
出
来
事
だ
っ

た
な
と
鏡
の
中
の
人
が
笑
っ
て
い

る
の
で
、
更
新
に
行
く
タ
イ
ミ
ン

グ
が
決
め
ら
れ
ず
、
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
す
ら
見
失
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

お便り
お待ちしています！
メールの場合は
koho@city.maniwa.lg.jp

《6月号読書の広場》

  

今
月
の
テ
ー
マ

   「
ス
タ
ー
ト
」

▲PN お花大好きNTさん▲PN くまちゃん

「
一
年
の
始
ま
り
に
」

PN
赤
野
太
人
さ
ん（
赤
野
）

「
迷
子
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
」

PN
ぶ
ろ
っ
さ
む
さ
ん（
若
代
）
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池
いけ

田
だ

優
ゆう

真
ま

くん
R7. 4.4生まれ（蒜山富掛田）
○応  律輝さん・彩桜さん（兄妹）

森
もり

岡
おか

菜
なの

花
は

ちゃん
R7. 4.25生まれ（上市瀬）
○応  湊さん（兄）

酒
さか

井
い

  杏
あん

ちゃん
R7. 4.9生まれ（鹿田）
○応  瞬さん・理早さん（両親）

海
かい

原
はら

泰
たい

地
ち

くん
R7. 4.28生まれ（中河内）
○応  裕介さん・麻衣さん（両親）

黒
くろ

田
だ

莉
り

穂
お

ちゃん
R7. 4.17生まれ（法界寺）
○応  諭さん・佳奈子さん（両親）

　

卒
寿
を
迎
え
た
女
性
と
し
て

「
新
規
事
」
は
勇
気
と
決
断
が
必

要
。
私
の
場
合
、
長
年
続
け
て
い

る
「
日
記
」「
一
日
三
千
歩
以
上

歩
く
」「
一
日
五
人
以
上
の
人
と

会
話
を
す
る
」
こ
の
三
つ
の
目
標

を
頑
張
り
「
日
記
帳
」
と
「
新
知

識
ノ
ー
ト
」
に
記
録
す
る
こ
と

で
一
日
の
締
め
く
く
り
と
し
て
い

ま
す
。
万
歩
計
は
時
々
点
検
し
、

三
千
歩
に
届
い
て
い
な
け
れ
ば
部

屋
中
を
歩
き
回
り
ク
リ
ヤ
ー
し
ま

す
。
五
人
以
上
の
会
話
は
達
成
し

易
い
で
す
。
と
に
か
く
、
外
出
す

る
事
で
す
。
天
神
参
拝
、
近
く
の

長
女
宅
へ
の
何
回
も
の
往
復
。
新

鮮
な
空
気
、
緑
多
い
景
色
で
楽
し

く
有
意
義
に
暮
ら
せ
る
日
々
に
感

謝
し
つ
つ
「
日
日
是
好
日
」
に
あ

る
事
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

その他にもこの広報に挟まれている「番組表」に詳しくご紹介しています。
今月も真庭いきいきテレビをどうぞご覧ください。

MITホームページ
二次元コード▶ 

◆4月のコンサート枠 「有森博ピアノリサイタル」
令和７年10月に開かれた「有森博ピアノリサイタル」の模様をお送りしま
す。「ロシアピアニズムの系譜」と題して、これまで演奏を重ねてきた有
森さん。今回のコンサートはその締めくくりとなる公演です。ロシアの作
曲家に加え、旧ソ連の作曲家による作品などをお楽しみください。
◆てくてくまにわ　蒜山上徳山編
MITが毎月市内のさまざまな地域を訪れ、地元の人たちと触れ合いながら
新たな魅力を発見する番組。今回は蒜山上徳山です。かつて鳥取県の大
山に参詣するため多くの人が通ったという「大山みち」を歩きながら、地
域の良さを見つけていきます。てくてく歩いたつもりでお楽しみください。

二次元コードから
入力フォームを開
くことができます。

★対象★
発行月に1歳の誕生日を迎えら
れる市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の10日まで
★掲載内容★
❶お子さんの写真❷氏名（ふりが
な）❸生年月日❹住所❺応募者
のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒719-3292 真庭市久世2927-2
TEL0867-42-1163 （FAX1353）
E-mail：koho@city.maniwa.lg. jp

「
毎
日
０
か
ら
始
め
ま
す
」

匿
名
希
望
さ
ん（
落
合
垂
水
）
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
円
卓
会
議
に
参
加
し
て

宗
森
葵
生
さ
ん（
久
世
）

　

円
卓
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
業
種

や
職
種
で
活
躍
さ
れ
る
方
々
と
市

の
未
来
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と

が
で
き
、
た
い
へ
ん
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
始
ま
る
前
は
緊
張
し
ま

し
た
が
、
会
議
が
始
ま
る
と
皆
さ

ん
和
や
か
で
、
自
分
の
主
張
な
ど

を
述
べ
や
す
か
っ
た
で
す
。
自
分

が
明
日
か
ら
で
き
る
こ
と
と
し

て
、市
の
行
事
、政
策
な
ど
を
知
っ

て
い
る
人
と
知
ら
な
い
人
と
の
差

を
埋
め
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

自
宅
に
図
書
室
を
開
き
ま
し
た

石
川
日
出
夫
さ
ん（
本
郷
）

　

家
に
あ
る
本
を
集
め
て
み
た
ら

1
7
0
0
冊
を
超
え
て
い
て
、
寄

付
し
よ
う
と
思
い
あ
た
っ
て
み
ま

し
た
が
で
き
ず
、
捨
て
て
し
ま
う

の
も
忍
び
難
い
の
で
、
自
宅
に
誰

で
も
利
用
で
き
る
図
書
室
を
作
り

ま
し
た
。
池
波
正
太
郎
、
藤
沢
周

平
、
小
松
左
京
、
星
新
一
…
い
ろ

い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を
並
べ
て

い
ま
す
。
一
番
多
い
の
は
山
田
風

太
郎
の
本
で
、
特
に
荒
唐
無
稽
で

普
通
の
人
に
は
思
い
つ
け
な
い
よ

う
な
話
が
好
き
で
す
。
初
め
に
住

所
や
氏
名
を
登
録
し
て
も
ら
え
れ

ば
、
読
み
た
い
本
を
貸
し
出
し
ま

す
。
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

こ
ろ
ん
と
か
わ
い
い
ハ
ン
ザ
キ

谷
口
亮
太
さ
ん（
大
庭
）

　

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
型
の

陶
器
に
絵
付
け
を
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
絵

付
け
を
す
る
前
の
陶
器
に
は
色
が

な
い
の
で
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

天
気
も
良
く
て
暖
か
か
っ
た
の
で

春
を
感
じ
な
が
ら
「
新
芽
が
芽
吹

く
イ
メ
ー
ジ
」
で
制
作
し
、
水
色

を
基
調
に
や
わ
ら
か
く
さ
わ
や
か

な
色
合
い
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
こ

ろ
ん
と
し
た
フ
ォ
ル
ム
や
つ
ぶ
ら

な
瞳
も
か
わ
い
い
で
す
。

真庭市立久世図書館

今月のおすすめの本

〒719-3214 真庭市鍋屋17-1
TEL0867-42-7203 FAX0867-42-7204
開館時間 9:00~18:00 
休館日 毎週水曜日､年末年始

生まれつき虚弱体質で入退
院を繰り返し、仕事も人間
関係もあり体調を崩し退
職。そんな過去がありなが
ら著者は自分の生活に大満
足と言います。どうやって
心穏やかな幸せを手に入れ
たかがつづられています。

『ふつうに働けないからさ、
   好きなことして生きています。』
平城さやか／著　百万年書房

ママがいない朝、パパと登
園準備をしたけれど…いつ
もママがしてくれる三つ編
みじゃないから保育園に行
きたくない！外でもあちこ
ちで子どもが泣いていて、
えーんえーんの水たまりは
どんどん広がり海になり…。

『えーんえーんのうみ』
近藤瞳／著　日本標準

約1000銘柄を研究した酒ブ
ロガーが日本酒の味わいを
表現。華やかな香りと洗練
された甘み。濃厚で力強い
味。日本人の晩酌を支えて
きた味。イラストや表で分
かりやすく解説します。眺
めていると飲みたくなって
くる 1冊です。

『世界一やさしい日本酒の味覚図鑑』
神奈川健一／著　山本祥子／絵　カンゼン

『図解  乗り物の歴史』
モリナガ・ヨウ／作・絵　金の星社
人はより遠くへ、より
早く、より多くの人や
物を運ぶためさまざま
な乗り物を作りまし
た。陸、海、空の乗り
物の進化の歴史を、古
代から現在まで緻密な
イラストで紹介してい
きます。

▲ 清水ミチ子さん

▲PNあんこはこしあんさん

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
後
輩
に
も

ぜ
ひ
円
卓
会
議
に
参
加
し
て
ほ
し

い
で
す
。
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もっと手話のことを
知りたい時は

真庭いきいき
テレビを見よう

真庭いきいきテレビのコーナー「手話でしゅ
わわせ」では、日常で使える手話などを紹介
しています。

MITホームページ▶

真庭市公式YouTube▶

●毎月第３火曜日
　ほっとまにわいどチャンネルで
　放送中

かんたん
手話講座
問  福祉課  ℡0867-42-1581（℻1369）

今月の手話
『醍醐桜』

手話：福祉課　中島みゆきさん

今回の手話を
動画で見てみよう

8115 （℻1369）

みんな
で

やろう！

両手の人差し指を立て、顔の横で太鼓を
たたくように数回交互に動かします（太
鼓という手話）。

顔の高さで左から右に動かしながら、両手
の手のひらを、前後を入れ替えながら、３
回パッパッと合わせます（桜という手話）。

顔の高さで ら右に動かで左から ながら、両手かしな
の手のひら 前後を入れを、前 えながら、３れ替え
回パ パ いう手話）回パ パ と合わせます（桜とと合わせます（桜とと合わ 手話）（桜と

新
し
い
靴
を
抱
え
て
眠
る
孫　
　
　
　
　
　

野
田
八
重
子　

栗
原

夢
え
が
く
心
う
き
う
き
新
学
期　
　
　
　
　

梨
沙　
　
　
　

杉
山

新
成
人
夢
の
扉
を
み
な
開
き　
　
　
　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

新
学
期
背
中
で
踊
る
ラ
ン
ド
セ
ル　
　
　
　

春　
　
　
　
　

久
世

新
発
売
Ｃ
Ｍ
誘
わ
れ
サ
プ
リ
買
う　
　
　
　

大
原
良
治　
　

上
水
田

新
年
に
抱
負
か
た
る
も
実
う
す
く　
　
　
　

𠮷
原
節
子　
　

落
合
垂
水

新
し
い
靴
が
お
出
か
け
待
っ
て
ま
す　
　
　

竹
井
雪
江　
　

勝
山

新
学
期
孫
の
祝
い
は
ペ
イ
ペ
イ
で　
　
　
　

か
し
子　
　
　

樫
東

新
台
で
客
を
呼
び
込
む
チ
ン
ジ
ャ
ラ
と　
　

小
椋
芳
子　
　

蒜
山
東
茅
部

親
と
子
の
力
出
し
き
り
新
入
生　
　
　
　
　

中
島
幸
江　
　

月
田

ご
先
祖
に
新
米
供
え
て
食
味
す
る　
　
　
　

中
山
春
子　
　

本
庄

新
し
い
靴
泣
き
た
く
な
る
わ
水
溜
り　
　
　

ふ
み
こ　
　
　

下
方

新
品
の
手
ぐ
わ
の
切
れ
に
祖
母
笑
顔　
　
　

す
ず
め　
　
　

上
水
田

新
雪
に
付
け
る
足
跡
子
ら
は
し
ゃ
ぎ　
　
　

室
川
典
子　
　

目
木

育
休
の
新
前
パ
パ
も
育
て
ら
れ　
　
　
　
　

有
若
日
出
子　

勝
山

新
妻
は
今
や
ラ
ス
ボ
ス
古
女
房　
　
　
　
　

黒
田
典
男　
　

久
世

新
札
に
や
っ
と
馴
染
ん
で
き
た
財
布　
　
　

永
田
寿
道　
　

樫
東

〈
軸
吟
〉
妻
の
言
妙
に
新
鮮「
あ
り
が
と
う
」　

哲
子

希少で珍しいツルが真庭へ飛来
数が少なく、絶滅危惧種に登録もされているソデグロヅルが、２月下旬か
ら20日間ほど、天の川こども園周辺の田んぼに出現。餌をついばんだり、
飛行したりする姿でカメラマンや地域住民を楽しませました。

今
月
の1枚

川柳  「新」 選：落合川柳会　瀬島哲子さん

▲ PN まつおなぎささん

Maniwa29



　
真
庭
市
表
彰
は
、
自
治
、
産
業
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
各
分
野
で
、

市
政
振
興
に
貢
献
し
、
市
民
の
模
範
と
な
る
個
人
や
団
体
に
対
し
て
贈
ら

れ
る
も
の
で
す
。
令
和
7
年
度
真
庭
市
表
彰
式
お
よ
び
感
謝
状
贈
呈
式
が

3
月
25
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
23
個
人
と

1
団
体
に
表
彰
状
が
、6
個
人
と
2
社
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
７
年
度

真
庭
市
表
彰

スポーツ少年団走ろう会
の指導者として25年間活
動を続け、児童の体力向
上と健全育成に貢献

スポーツ少年団走ろう会
の指導者として50年間活
動を続け、児童の体力向
上と健全育成に貢献

譽美 彰弘さん（蒜山上長田）

友金 郁生さん（蒜山西茅部）

日清食品カップ第41回全
国小学生陸上競技交流大
会　男子コンバインド
B第３位

船﨑 隆豊さん（鍋屋）

FISUワールドユニバーシ
ティゲームズ2025  水球大
学日本代表―第５位、第
11回アジア選手権準優勝

三田 夢佳さん（上水田）
第16回全日本ホルスタイ
ン共進会　ジャージー種
の部優等賞

丸山 昭博さん（蒜山下福田）

戦争の悲惨さなどを伝え
る活動を精力的に行い、
教育現場での平和意識の
醸成に貢献

吾郷 修司さん（富尾）
昭和23年の設立以来、地
域に根差した活動を行
い、学校教育の充実と児
童の健全育成に貢献

川東小学校PTA

2025全国選抜軟式少年野
球兵庫県大会　岡山県選
抜―優勝

長恒 大輔さん（蒜山下徳山）

第５回ISPSハンダ全国
中学校選抜チャレンジマ
ッチプレー選手権大会
12～14歳男子の部優勝

堀田　遼さん（落合垂水）

2025全国選抜軟式少年野
球兵庫県大会　岡山県選
抜―優勝

山乗 詠人さん（蒜山上福田）

ジャパンジュニアプレー
ヤーズチャンピオンシッ
プ西日本決勝大会　10
歳・11歳男子の部第３位

堀田　和さん（落合垂水）

全国高校生観光ビジネス
アイデアコンクール　観
光ビジネスプラン部門　
津山商業高校―優秀賞

大森 こころさん（下中津井）

文部科学大臣杯第77回
全日本大学準硬式野球選
手権大会　中央大学―優
勝

酒井 尋如さん（日名）

一
般
表
彰
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寄付

寄付

吉田 勝己さん（北海道）

石原 宏明さん（津山市）

寄付

寄付

吉田 俊介さん（北海道）

株式会社CotoIT

寄付

土地の寄付

三木 康史さん（三田）

銘建工業株式会社

寄付

「アルコールと健康カフェ」
のほか認知症カフェなど
の運営に協力し、社会福
祉の向上に大きく貢献

片山 智恵美さん（岡山市）

武藤　勇さん（久世）

自
治
功
労
表
彰

感
謝
状

景観審議会委員を平成23
年から７期14年にわたり
務め、良好な景観づくり
の推進に貢献

武方 理愛さん（湯原温泉）

民生委員・児童委員を平
成25年から４期12年にわ
たり務め、社会福祉の向
上に貢献

青木 治子さん（下中津井）

行政相談委員を平成17年
から10期20年にわたり務
め、行政に対する相談等
の解決に貢献

渡辺 正則さん（湯原温泉）

民生委員・児童委員を平
成19年から６期18年にわ
たり務め、社会福祉の向
上に貢献

髙木 豪夫さん（西原）

民生委員・児童委員を平
成25年から４期12年にわ
たり務め、社会福祉の向
上に貢献

杉村 惠子さん（黒杭）

監査委員として平成25年
から３期12年にわたり在
職し、地方自治の発展に
貢献

近藤 英幸さん（台金屋）

民生委員・児童委員を平
成17年から７期20年にわ
たり務め、社会福祉の向
上に貢献

沼　 憲さん（上河内）

民生委員・児童委員を平
成25年から４期12年にわ
たり務め、社会福祉の向
上に貢献

新山 和子さん（久世）

市議会議員として、平成
21年から４期16年にわた
り在職し、市政発展に貢
献

氏平 篤正さん（久世）

人権擁護委員を平成26年
から４期12年にわたり務
め、人権擁護行政の推進
に貢献

布野 謙二さん（下市瀬）

民生委員・児童委員を平
成25年から４期12年にわ
たり務め、社会福祉の向
上に貢献

今石 喜文さん（日名）
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（敬称略）消防活動の功績を表彰

故人に叙位・叙勲
●正六位
   梶田 静男さん（上水田）  89歳
　元北房町立上水田小校長（令和7年12月14日逝去）

　市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国大
会出場・県高位以上を基準に掲載させていただきます。
　皆さんからの情報をお待ちしています。

■ 情報をお寄せください ■

　永きにわたり功労のあった481人（消防本部16人、消防団465人）に、消防庁長官表彰などが授与されました（主
な表彰は以下のとおりです。カッコ内は具申時の所属方面隊など）。

■消防庁長官表彰
　◆永年勤続功労章
　上田義之（北房）　　大植裕史（北房）
　奥村明彦（落合）　　家元喜啓（勝山）
　森多加雄（勝山）　　松尾康弘（美甘）
　明村憲一（湯原）　　片山拓志（蒜山）

■日本消防協会長表彰
　◆功績章
　中澤高敏（湯原）　　武村一夫（落合）

　◆精績章
　田中俊彦（落合）　　福本修司（落合）
　坂本晃一（久世）　　宮本靖之（美甘）
　瀧本雅夫（湯原）

　◆勤続章
　髙野隆一（北房）　　大下芳伸（北房）
　上田義之（北房）　　大植裕史（北房）
　池田昌嗣（北房）　　畦崎達也（北房）
　西本英雄（北房）　　沼本裕之（北房）
　太田和宏（北房）　　土井節夫（北房）
　杉井正巳（北房）　　森近　勝（北房）
　宮田篤好（北房）　　久松正明（北房）
　三浦　優（落合）　　石原裕治（落合）
　清友康男（落合）　　太田修一（落合）
　坂本晃一（久世）　　長尾重紀（久世）

　古山裕士（久世）　　清友健二（久世）
　清友　優（久世）　　赤木博則（久世）
　杉井一智（久世）　　上尾光隆（勝山）
　福島　裕（勝山）　　山根真一（勝山）
　山﨑秀昭（勝山）　　近藤文彦（勝山）
　重藤直也（勝山）　　坂元　徹（勝山）
　津田靖司（勝山）　　川上友和（勝山）
　篠﨑鷹敏（勝山）　　池田行宏（美甘）
　後藤　誠（湯原）　　本田和宏（湯原）
　丸山　匠（湯原）　　瀧本　剛（湯原）
　村岡孝道（蒜山）　　石坂淳次（蒜山）
　石賀　始（蒜山）　　西村文彦（蒜山）
　湯槇將文（蒜山）　　立田豊常（蒜山）
　池田孝明（蒜山）　　池田範行（蒜山）
　入江寛誠（消防本部）　　原田孝詞（消防本部）
　福田晋一（消防本部）　　大森龍也（消防本部）
　山田五郎（消防本部）　　横山周作（消防本部）

■岡山県知事表彰
　◆永年勤続功労章
　三村効司（久世）　　家原隆晃（消防本部）

　◆優良消防団員章
　青木　誠（北房）　　瀬島祐二（落合）
　赤石真之（久世）　　岡田英司（久世）
　景　正樹（勝山）　　宮田晋作（勝山）

※同一全国大会などで複数種目に出場した場合、賞賜金の交付は１回。加算金（優勝時）は、複数種目で優勝した場合は、それぞれ加算。
　懸垂幕は、出場者の住所地などの市役所庁舎または振興局に掲げる。

　真庭市では、全国規模以上の競技会などに出場する個人ま
たは団体に、賞賜金を交付しています。詳しくは、スポーツ・
文化振興課へお問い合わせください。
問  スポーツ・文化振興課　℡  0867-42-1178 （℻  1416）

ご活用ください 真庭市全国大会等
出場賞賜金

▶対象となる全国大会などと賞賜金の額など

ランク 大会区分 賞賜金の額 加算金
（優勝）

懸垂幕
出場 入賞

Sランク ・オリンピック、パラリンピック・世界選手権 個人 100,000円 100,000円 有
有AAランク ・国外で開催される国際競技大会、国際コンクール、コンテストなど 個人 30,000円 30,000円

Aランク ・内閣府が所管する社団法人または財団法人が主催するもの
・国内で開催される国際競技大会、国際コンクール、コンテストなど

個人 10,000円 10,000円

無団体 30,000円 10,000円

Bランク ・ Sランク、AAランク、Aランク以外の全国規模以上の競技大会、
　コンクール、コンテストなど

個人 5,000円 5,000円 無団体 20,000円 10,000円
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■第80回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会
　2/14～17　青森県
■同競技会岡山県選手選考会兼岡山県選手権大会

　　1/11　鳥取県
　　成年男子Ｂｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰ 優勝
　　　　　　　   小林比呂（蒜山下徳山）▶

　　成年男子Ｃｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰ 優勝
　　　　　　　   植木啓太（蒜山上徳山）▶

　　少年男子ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰ 優勝　佐子青葉（蒜山東茅部）、
　　準優勝　本守優希斗（蒜山下徳山）、3位　木村友徳（蒜
　　山中福田）
■第38回全国高等学校選抜スキー大会（ノルディック種目）
　2/23～27　長野県
■同大会県予選会中止のため、規定による選出

　　男子ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰﾌﾘｰ、男子ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰｸﾗｼｶﾙ
　　佐子青葉（蒜山東茅部）
■第28回ジャパン・ワイン・チャレンジ2025
　2/20　東京都
　「三座ロゼ」　ニューワールドロゼワイン部門、
　日本産ロゼワイン部門　トロフィー賞、
　プラチナメダル等
　「山葡萄ロゼ2024」　ゴールドメダル
　ほか複数受賞
　ひるぜんワイン有限会社（蒜山上福田）▶
■第69回全国高等学校選抜レスリング大会
　3/27～29　新潟県
■第41回中国高等学校選抜レスリング大会

　　1/23～25　鳥取県
　　男子65kg級　3位
　　　　　　　  大江陽弦（蒜山下徳山）▶

  岡山県内の表彰など

■第75回社会を明るくする運動作文コンテスト
　2025/12/8　岡山市
岡山保護観察所長賞　角南雅奏（蒜山上長田）

　岡山県更生保護協会理事長賞　山下花楓（久世）
■第34回中国高等学校新人バレーボール大会
　2/7～9　広島県
　岡山東商業高校－宮本晃成（鉄山）
■令和8年度中国地区小学生バドミントン春期選抜大会
　4/11～12　広島県
　5年生以下男子単　湯浅悠輝（下方）、
　3年生以下男子単　湯浅琉生（下方）

研鑽に栄誉 市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を基準に掲載させていただいています。
）略称敬（。いさだくせ寄おを報情

■第16回全日本ホルスタイン共進会
　2025/10/25～26　北海道
■岡山県代表として出品

　　（写真左上から）
　　長恒牧場（蒜山下徳山）、あさなべ牧場（蒜山上徳山）、
　　丸山昭博（蒜山下福田）、中国四国酪農大学校（蒜山西茅
　　部）、美甘正平（蒜山
　　下長田）※写真無し

■令和7年度全国中学校体育大会第63回全国中学校
　スキー大会　2/3～6　長野県
■予選大会中止のため、規定による選出

　　（写真左上から）
　　男子ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰﾌﾘｰ、男子ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰｸﾗｼｶﾙ 木村友徳
　　（蒜山中福田）、男子アルペン大回転、男子アルペン回転
　　松尾飛虎（蒜山下徳山）、山乗詠人（蒜山上福田）、
　　長恒大輔（蒜山下
　　徳山）

■令和7年度全国高等学校総合体育大会第75回全国高等学
校スキー大会　2/5～8　新潟県
■同大会県予選会中止のため、規定による選出

　　（写真左から）
　　男子ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰﾌﾘｰ、男子ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰｸﾗｼｶﾙ 佐子青葉
　　（蒜山東茅部）、
　　本守優希斗（蒜山
　　下徳山）

■第16回日本バッハコンクール全国大会
　2/14～15　東京都
■同コンクール広島地区大会

　　2025/12/6　広島県
　　小学3・4年C部門　優秀賞
　　　　　　　　　　   國米奏佑（久世）▶
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2
月
27
日
、
勝
山
高
校
蒜
山
校
地
で
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体
験
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
卒
業
式
の
花
道
を

飾
る
花
を
在
校
生
が
用
意
す
る
も
の
で
、

市
内
で
花
屋
を
営
む
光
岡
さ
ん
か
ら
、
花

材
の
花
言
葉
や
道
具
の
使
い
方
な
ど
、
フ

ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
基
礎
を
学
ん
だ
一
年

生
た
ち
が
、
先
輩
へ
の
思
い
を
込
め
た
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
制
作
し
ま
し
た
。
完
成

し
た
個
性
豊
か
な
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
は

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
、
3
月
に
行
わ

れ
た
卒
業
式
を
彩
り
ま
し
た
。

2
月
22
日
に
白
梅
総
合
体
育
館
で
開
か

れ
た
大
会
に
は
、市
内
外
か
ら
18
チ
ー
ム
、

約
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
モ
ル
ッ
ク
を
楽
し
ん

だ
後
、
真
庭
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
が
考

案
し
た
「
ま
に
わ
合
戦
」
を
実
施
。
参
加

者
ら
は
、
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
人
や
拾
っ
て

渡
す
人
な
ど
役
割
分
担
を
し
た
り
、
試
合

開
始
と
同
時
に
目
標
の
旗
を
目
指
し
て
突

進
し
た
り
と
、
チ
ー
ム
ご
と
に
多
様
な
作

戦
を
立
て
な
が
ら
勝
利
を
目
指
し
て
い
ま

し
た
。

講師からアレンジメントのコツを学ぶ生徒たち

障害物を使って相手陣地へ攻め込む

卒
業
生
へ
思
い
を
込
め
て

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体
験
会

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
通
じ
交
流

ま
に
わ
合
戦
・モ
ル
ッ
ク
親
睦
交
流
大
会

真剣に作業 参加者の作品 松岡さんの作品が並ぶ

幅広い年代が一緒に楽しめるワークショップ

2
月
28
日
か
ら
3
月
13
日
に
か
け
て
、
湯
原
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
、
美
術
家
の
松
岡
徹
さ
ん
の
個
展
が
開
か
れ

ま
し
た
。
湯
原
温
泉
街
に
あ
る
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

オ
ブ
ジ
ェ
の
制
作
者
で
も
あ
る
松
岡
さ
ん
の
、
銅
版
画
や

ド
ロ
ー
イ
ン
グ
作
品
な
ど
、お
よ
そ
30
点
が
並
び
ま
し
た
。

ま
た
1
日
に
は
、
個
展
に
合
わ
せ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
51
人
が
参
加
。
松
岡
さ
ん
が
デ
ザ

イ
ン
し
た
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
な
ど
の
陶
器
に
、
自
由

に
絵
付
け
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

カラフルなハンザキが完成カラフルなハンザキが完成
松岡徹 個展ワークショップ松岡徹 個展ワークショップ
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まちの話題

　

3
月
12
日
、
北
房
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

北
房
地
区
に
住
む
70
歳
を
対
象
に
し
た

「
70
祭
の
集
い
」
が
開
か
れ
、
32
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
健
康
づ
く
り
や
介
護
予

防
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
楽
し
く
過
ご
す

き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
的
に
2
0
2
2
年

か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
筋
力

測
定
や
運
転
能
力
の
確
認
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
体
験
を
通
し
て

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
最

後
に
は
茶
話
会
も
開
か
れ
、
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

笑顔あふれる記念撮影

岩田澄子さん（山久世）が
2月 1日に百歳を迎えられ
ました。おしゃれをするこ
とが好きで、好き嫌いなく
何でもよく食べられるそう
です。家族がよくしてくれ
るから元気でいられるとの
ことです。

2/1 家族に支えられて元気に

北房文化センターで平和の
集いが開かれました。広島
の爆心地から500m以内で
被爆して生き延びた最後の
一人となった、友田典弘さ
んの話を通して、参加者ら
は戦争の悲惨さと平和の尊
さを感じていました。

2/21 最後の証言者が語る原爆

3月7日と8日の2日間、エ
スパスでドラムワークショ
ップが開かれ、 12人が参加
しました。参加者は初日に
基礎を教わり、2日目には
課題曲の演奏に挑戦するな
どして、ドラムで音を出す
楽しさを体験しました。

3/7 ドラムの楽しさを体験しよう！

峠秀五郎さん（上水田）が
3月15日に百歳を迎えられ
ました。時代劇や相撲のテ
レビ観戦、ジグソーパズル
などの趣味を楽しんでいる
そうです。規則正しい食事
と妻と過ごす日々が長寿の
秘けつとのことです。

3/15 趣味を楽しみ、夫婦で過ごす

美川こども園の園児がひな
祭りを楽しみました。ひな
祭りにちなんだ手遊びをし
たり歌を歌ったり、先生か
ら行事の由来を聞いたりし
て日本の風習に親しみまし
た。園児が作ったひな飾り
も展示されました。

3/3 桃の節句をみんなでお祝い

　

石
川
日
出
夫
さ
ん
（
本
郷
）
が
、
自
宅

の
一
室
を
「
街
道
（
ま
ち
み
ち
）
図
書
室
」

と
し
て
開
放
を
始
め
ま
し
た
。
図
書
室
の

名
前
は
、
か
つ
て
の
出
雲
街
道
を
後
世
に

伝
え
よ
う
と
、
石
川
さ
ん
が
活
動
し
て
い

る
こ
と
か
ら
命
名
。「
集
ま
っ
て
大
話
で

も
し
て
談
笑
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
交
流
の

場
と
し
て
の
利
用
も
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

蔵
書
は
約
1
7
0
0
冊
。
出
雲
街
道
勝
山

宿
の
会
関
連
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
視
聴
で
き
ま

す
。
年
中
無
休
で
、
午
前
10
時
30
分
か
ら

午
後
3
時
30
分
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

蔵書に目を通す石川さん

愛
読
書
１
７
０
０
冊
開
放

「
街
道
図
書
室
」オ
ー
プ
ン

ま
だ
ま
だ
人
生
を
楽
し
も
う

北
房
地
域
70
祭
の
集
い
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私
事
で
す
が
、
こ
の
春
か
ら
別
の

部
署
へ
異
動
し
、
広
報
紙
の
担
当
を

離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。4
年

間
、
取
材
を
通
し
て
多
く
の
人
と
出

会
い
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
拙
い
取

材
を
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
、
そ
し
て
広
報
ま
に
わ
を
読
ん

で
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
広
報
ま
に
わ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

村
松

　

あ
っ
と
い
う
間
に
季
節
が
一
巡

り
。暖
か
い
春
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

4
月
か
ら
生
活
が
大
き
く
変
わ
る
人

も
そ
う
で
な
い
人
も
、
ま
た
新
し
い

年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
最
近
し
み
じ

み
と
思
う
の
は
、
新
し
い
環
境
を
乗

り
越
え
る
に
は
一
に
も
二
に
も
ま
ず

体
力
。
気
力
も
体
力
あ
っ
て
こ
そ
の

物
種
で
す
。
皆
さ
ん
慌
た
だ
し
い
中

で
も
ど
こ
か
1
日
、
年
度
の
開
始
に

備
え
て
ほ
っ
と
で
き
る
日
が
あ
り
ま

す
よ
う
に
。 

柿
本

▲PNカメさん

広
報
ま
に
わ 

❹
月
号  

令
和
8
年
4
月
1
日
発
行 （
通
巻
252
号
）
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